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三好市の財政状況

平成23年度決算報告

MIYOSHI  CITY  PUBLIC  INFORMATION

TOP 6P
10P
16P
20P
26P

今月の主な内容

新しい保育所でおえかきを楽しむ子どもたち（東祖谷保育所開所式・24Pに掲載）

始めよう  市民主役の  まちづくり



　

9
月
に
開
催
さ
れ
た
三
好
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
平
成
23
年
度
の
一

般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
の
決
算

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
納
付
い
た
だ
い
た

税
金
や
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
大
切

な
お
金
が
23
年
度
に
お
い
て
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
現
在
の
三
好

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の

か
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

決
算
と
は
、
1
年
間
の
予
算
に
対

し
て
、
実
際
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
と

支
出
が
あ
っ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
今
回
は
、
福
祉
・
教
育
・
ま
ち

づ
く
り
等
に
使
う
た
め
の
お
金
で
あ

る
一
般
会
計
と
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
、
土
地
取
得
事
業
、
給
食
事
業

の
各
特
別
会
計
を
総
合
し
た
普
通
会

計
の
決
算
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

普
通
会
計
の
ほ
か
に
は
、
井
内
財

産
区
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園

特
別
会
計
、
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
、
市
立
三
野
病
院
事
業
会
計
な

ど
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
普
通
会
計
の
収
入
総

額
は
約
２
8
６
億
円
で
、
支
出
総
額

は
約
２
７
６
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

差
引
は
約
10
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
歳
入
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
国 

や
県
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
財
源
が

83
・
2
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
特

に
地
方
交
付
税
は
、
依
存
財
源
の
中

で
50
％
近
く
を
占
め
て
お
り
、
合
併

後
15
年
間
の
優
遇
措
置
期
間
が
終
了

す
る
平
成
33
年
度
以
降
の
こ
と
を
見

据
え
、
引
き
続
き
慎
重
な
財
政
運
営

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※ 端数処理により四捨五入しています。

実質収支額
項　　目 金　　額 説　　明

歳入総額（A） 286 億 4238 万円 年間収入総額
歳出総額（B） 275 億 9569 万円 年間支出総額

歳入歳出差引額
（A）-（B） 10 億 4669 万円 歳入総額から歳出総額を引いたもので

形式収支といいます。
翌年度繰越財源

（C） 1 億 5725 万円
予定されていた事業が、特別な事情で
翌年度にずれてしまったときに、その
事業に充てるお金として繰り越す財源。

実質収支額
(A)-(B)-(C) 8 億 8944 万円

歳入歳出差引額から、翌年度へ繰り越
すべき財源を控除したもので、実質的
な剰余金です。

　　　　特別会計
会 計 名 歳出決算額 会 計 名 歳出決算額

井内財産区 105 万円 浄化槽事業 9198 万円
国保（事業） 34 億 3939 万円 農業集落排水事業 3263 万円
国保（直診） 2 億 2051 万円 簡易水道事業 5 億 0114 万円

後期高齢者医療 4 億 1833 万円 水道事業会計 5 億 6720 万円
特養長生園 2 億 1370 万円 病院事業会計 16 億 1030 万円

　　　　　市に納めた市民 1 人あたりの税金
税　　目 金　　額 税　　目 金　　額
市民税 36,511 円 市たばこ税 6,003 円

固定資産税 44,834 円 入湯税 538 円
軽自動車税 2,525 円 合　　計　　　　90,411 円

　基金現在高と市債現在高の推移（普通会計）

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
財
政
課

（
電
話
７
２-

７
６
０
６
）

歳 出
275億
9569万円

歳 入
286億
4238万円

その他依存財源
7億0244万円
（2.4％）

地方債 
43億1550万円
（15.1％）

県支出金
20億1003万円
（7.0％）

国庫支出金
32億5643万円
（11.4％）

地方交付税
135億4484万円
（47.3％）

その他自主財源
12億3224万円
（4.3％）

自主財源
48億1314万円
（16.8％）

依存財源
238億2924万円
（83.2％）

繰越金
7億8884万円
（2.8％）

繰入金
4065万円
（0.1％）

地方税
27億5141万円
（9.6％）

維持補修費
1億5583万円
（0.6％）

物件費
29億5111万円
（10.7％）

投資的経費
56億3404万円
（20.4％）

災害復旧事業費
4億6942万円
（1.7％）

公債費
60億0180万円
（21.8％）

義務的経費
131億
8623万円
（47.8％）

普通建設事業費
51億6462万円
（18.7％）

扶助費
28億
7839万円
（10.4％）

人件費
43億0604万円
（15.6％）

積立金
16億8512万円
（6.1％）

補助費
21億0921万円
（7.6％）

繰出金
18億3006万円
（6.6％）

投資及び出資金・貸付金
4409万円
（0.2％）

その他経費
87億7542万円
（31.8％）

①社会福祉の
　ために
（類団額 139,498円）

②保健・衛生の
　ために
（類団額 44,025円）

③産業振興の
　ために
（類団額 42,104円）

④市道の整備
　などに
（類団額 49,382円）

⑥教育・文化の
　ために
（類団額 55,989円）

⑤消防・災害の
ために
（類団額 21,006円）

⑦借金返済の
　ために
（類団額 70,928円）

⑧その他生活の
　向上に
（類団額 90,428円）

ア 105,000円
イ 155,000円
ウ 205,000円

ア 55,000円
イ 85,000円
ウ 115,000円

ア 22,000円
イ 52,000円
ウ 82,000円

ア 46,000円
イ 76,000円
ウ 10,6000円

ア 20,000円
イ 40,000円
ウ 60,000円

ア 41,000円
イ 71,000円
ウ 101,000円

ア 197,000円
イ 257,000円
ウ 357,000円

ア 101,000円
イ 151,000円
ウ 201,000円

正解は
次のページの
下にあります

三好市の1年間の支出額を
市民1人あたりにするとそれぞれいくら？

決算報告の数値やグラフを参考に
次の問題を考えてみましょう
平成24年3月31日現在の三好市の人口（30,432人）で算出

 ①借金
（類団額 577,263円）

 ②貯金
（類団額 128,811円）

類似団体（類団）
の額を参考にして
考えてね

ア 755,000円
イ 1055,000円
ウ 1355,000円

ア 315,000円
イ 415,000円
ウ 515,000円

※類団額：産業構造などが三好市に似た規模の類似団体の額

問1

※類団額：産業構造などが三好市に似た規模の類似団体の額

問2 三好市の借金（市債）・貯金（基金）を
市民1人あたりにするとそれぞれいくら？

平成23 年度 決算報告

決算報告
平成23年度

基金現在高
（市の貯金）

市債現在高
（市の借金）

126.3
     億円
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     億円

74.0
     億円

84.6
     億円
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納付された市民税や固定資産税、軽自動車税、たばこ税な
ど（国保税は含まず）

財源不足などにより、積み立てた基金などから一般会計に
繰り入れるお金

前年度決算の剰余金を翌年度に繰り越して使用するもの

分担金及び負担金. 使用料及び手数料. 財産収入. 寄附金. 
諸収入

地方自治体間の財政の不均衡を調整し、一定の行政サービ
スができるよう国から交付されるお金

国の補助事業に対する国からのお金　これに県や市のお金
を合わせて各種事業が行われる

県の補助事業に対する県からのお金　これに市のお金を合
わせて各種事業が行われる

市が各種事業を行うために借り入れたお金

地方譲与税. 利子割交付金. 配当割交付金. 株式等譲渡所得
割交付金. 地方消費税交付金. ゴルフ場利用税交付金. 自動
車取得税交付金. 地方特例交付金. 交通安全対策特別交付金 

地 方 税

繰 入 金

繰 越 金

その他自主財源

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

その他依存財源

職員の給与や特別職・議員への報酬などの経費

生活困窮者・高齢者・児童・心身障害者等に対して行っている
様 な々支援に要する経費

市が借りた借金の元金・利子等を支払うための経費

道路・橋りょう・学校・庁舎等の公共用または公用施設の新増
設の建設事業に必要な経費

災害により被災した施設を復旧するための経費

旅費・交際費・委託料等の消費的性質をもつ経費

各種団体への助成金や一部事務組合への負担金等の経費

道路・公共用施設等を修繕するために必要な経費

一般会計・特別会計間で、相互に資金運用するための経費

債権の取得や水道事業会計への出資などの経費

奨学金などを貸与するための経費

財政運営を計画的に行うため、または財源の余裕がある場合
に積み立てる経費

人 件 費

扶 助 費
　 　

公 債 費

普通建設事業費

災害復旧事業費

物 件 費

補 助 費

維 持 補 修 費

繰 出 金

投資及び出資金

貸 付 金

積 立 金

2012.10　��　市報 みよし



全 会 計

簡易水道事業
農業集落排水事業

浄化槽事業
水道事業

三野病院事業

公営企業会計

国民健康保険事業
後期高齢者医療事業

養護老人ホーム長生園事業

公営事業会計

一般会計
給食事業

ケーブルテレビ事業
土地取得事業

普通会計

【図2】

平
成
23
年
度
決
算
に
お
け
る
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
4
指
標
及
び
資
金
不
足
比
率

財
政
健
全
化
法
と
は
…

　

財
政
健
全
化
法
と
は
、
平
成
19
年

度
よ
り
施
行
さ
れ
、
自
治
体
の
財
政

破
た
ん
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
国
が

財
政
状
況
を
よ
り
詳
し
く
把
握
し
、

悪
化
し
た
団
体
に
対
し
て
早
期
に
健

全
化
を
促
す
た
め
の
法
律
で
す
。

　

従
来
の
再
建
法
制
が
、
病
気
に
な

る
ま
で
放
っ
て
お
い
て
病
気
に
か

か
っ
て
か
ら
対
処
す
る
も
の
だ
と
す

る
と
、
こ
の
財
政
健
全
化
法
は
、
健

康
診
断
を
行
う
な
ど
「
予
防
」・「
注

意
喚
起
」
の
段
階
が
加
わ
り
、
病
気

に
な
る
前
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。

　

な
お
、
判
断
比
率
が
基
準
を
超
え

た
場
合
に
は
財
政
再
建
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

財
政
の
健
全
度
を
判
断

　

財
政
の
健
全
度
を
判
断
す
る
に

は
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来

負
担
比
率
、
資
金
不
足
比
率
の
数
値

等
で
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
図
1
参
照
】

① 

実
質
赤
字
比
率
と
は
…　

　

普
通
会
計
【
図
２
参
照
】
の
赤
字

の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の

深
刻
度
を
示
す
比
率
。

② 
連
結
実
質
赤
字
比
率
と
は
…

　

全
会
計
【
図
２
参
照
】
の
赤
字
や

黒
字
を
合
算
し
、
自
治
体
と
し
て
の

赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運

営
の
深
刻
度
を
示
す
比
率
。

③ 

実
質
公
債
費
比
率
と
は
…

　

自
治
体
の
財
布
か
ら
借
金
返
済
に

ど
れ
だ
け
充
て
ら
れ
て
い
る
か
を
示

す
比
率
。

④ 

将
来
負
担
比
率
と
は
…

　

一
般
会
計
の
借
金
や
将
来
支
払
っ

て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
等
の
現

時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標
化

し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
度
合
い

を
示
す
比
率
。

⑤ 

資
金
不
足
比
率
と
は
…

　

各
公
営
企
業
会
計
【
図
2
参
照
】

の
資
金
不
足
を
公
営
企
業
の
事
業
規

模
で
あ
る
料
金
収
入
と
比
較
し
て
指

標
化
し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示

す
比
率
。

　

以
上
の
５
つ
の
項
目
う
ち
①
～
④

の
指
標
に
よ
り
、
三
好
市
財
政
が
健

全
で
あ
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
た
が
、
ど
の
項
目
も
イ
エ
ロ
ー

カ
ー
ド
で
あ
る
早
期
健
全
化
基
準
に

満
た
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
⑤
の
指
標
に
よ
る
各
公
営

企
業
も
経
営
健
全
化
基
準
に
満
た
な

い
状
況
で
す
が
、
す
べ
て
の
会
計
と

も
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り

経
営
を
維
持
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
も
将
来
的
な
地
方
交
付
税
の

減
少
を
見
据
え
、
自
主
財
源
の
確
保
と

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
引

き
続
き
財
政
の
健
全
化
が
必
要
で
す
。

【参考】各指標の前年度対比
項　　目 平成 23 年度 平成 22 年度 増　減 備　　考

 ① 実質赤字比率 0%（5.33%） 0%（4.18%）0%（△ 1.15%） （　）は
黒字比率

 ② 連結実質赤字比率 0%（14.26%） 0%（14.13%）0%（△ 0.13%）
 ③ 実質公債費比率 13.3% 14.8% △ 1.5%
 ④ 将来負担比率 48.1% 56.3% △ 8.2%

⑤資金
不 足
比 率

 水道事業 0%（190.48%）0%（186.54%） 0%（3.94%）
（　）は

資金剰余比率
 病院事業 0%（45.09%） 0%（38.54%） 0%（6.55%）
 簡易水道事業 0%（64.47%） 0%（62.17%） 0%（2.30%）
 農業集落排水事業 0%（157.66%）0%（141.67%） 0%（15.99%）
 浄化槽事業 0%（14.72%） 0%（6.93%） 0%（7.79%）

① 実質赤字比率

② 連結実質赤字比率

③ 実質公債費比率

④ 将来負担比率

⑤ 資金不足比率

早期健全化段階
（⑤の場合、経営健全化段階） 再生段階

12.67％～

17.67％～

25.0％～

350％～

20.0％～

20.0％～

30.0％～

35.0％～

0％

0％

0％

13.3％

48.1％

健全
財政

財政
悪化

＝ 三好市の数値

レッド
カード

早期健全化基準
（⑤の場合、経営健全化基準）
財政悪化の状態が黄色信
号。破たん防止の措置で
あり、自治体は自主的に
財政再建に取り組む。

イエロー
カード

財政再生基準
財政悪化の状態が
赤信号。国の管理
のもとで財政再建
に取り組む。

【図1】
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平成23 年度 決算報告
お問い合わせ先
三好市財政課（電話 72-7606）

シリーズ まちづくり基本条例 第二十三弾
「始めよう 市民主役の まちづくり」

「
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
」

っ
て
な
に
？

①
市
民
は
、
地
域
の
一
員
と
し

て
共
に
助
け
合
い
、
地
域
に

お
け
る
自
主
的
な
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
、
又
は
協
力
す

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

②
地
域
の
自
主
的
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
団
体
は
、
自

主
的
、
自
立
的
な
運
営
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

③
市
は
、
地
域
の
自
主
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め

に
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
地

域
自
治
組
織
や
市
民
活
動
団

体
に
対
す
る
支
援
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

　

市
民
は
市
政
に
対
す
る
参
加
・
協

働
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
動
や
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
、
協
力
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
人
口
減
少
地
域
等
へ
の
支
援
」

っ
て
な
に
？

①
市
は
、
人
口
の
減
少
や
高
齢
化

等
に
よ
り
、
市
民
同
士
の
助
け

合
い
や
地
域
の
自
主
的
な
ま
ち

づ
く
り
が
困
難
な
地
区
に
つ
い

て
、
総
合
的
な
生
活
支
援
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。

　

三
好
市
の
地
域
特
性
と
し
て
、
過

疎
化
や
山
間
地
域
の
人
口
減
少
な
ど

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
に
対
す
る
総
合
的

な
生
活
支
援
を
講
じ
て
い
く
こ
と
を

定
め
て
い
ま
す
。

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

っ
て
な
に
？

①
市
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
災

害
予
防
、災
害
時
の
応
急
対
策
、

関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
及
び

災
害
復
旧
に
関
す
る
計
画
を
策

定
す
る
等
、
総
合
的
な
危
機
管

理
体
制
の
整
備
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

②
市
民
は
、
災
害
の
発
生
時
に

自
ら
を
守
る
と
と
も
に
、
近

隣
住
民
と
相
互
に
協
力
し
て

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
市
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
市
民
の
災
害

に
対
す
る
意
識
を
醸
成
す
る

と
と
も
に
、
市
民
及
び
事
業

者
の
自
主
防
災
組
織
に
対
す

る
支
援
及
び
そ
の
拡
充
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
市
の
危
機
管
理
体
制
の
整
備
と
、

市
民
と
事
業
者
が
果
た
す
べ
き
役

割
、災
害
時
の「
自
助
」、「
共
助
」、「
公

助
」
の
考
え
方
を
明
記
し
ま
し
た
。

※
「
自
助
」
と
は
、
他
の
力
に
よ
ら

ず
、
自
分
の
力
で
事
を
成
し
遂
げ

る
こ
と
。「
共
助
」
と
は
、
互
い

に
助
け
合
う
こ
と
。「
公
助
」と
は
、

公
的
機
関
が
援
助
す
る
こ
と
。

三
好
市
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
を
紹
介
し
ま
す

平
成
24
年
10
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
「
三
好
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
連
載
し
て
い
ま
す
。

先
月
号
に
引
き
続
き
「
第
5
章 

市
民
参
加
及
び
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お問い合わせ先
三好市 企画調整課
電話 72-7607・ファックス 72-7202
kikakuchousei＠city.tokushima-miyoshi.lg.jp

詳しい内容は三好市ホームページで
公開中です。ぜひご覧ください。
◀ QR コードからアクセスできます

「
自
然
環
境
に
配
慮
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
っ
て
な
に
？

①
市
民
は
、
自
然
環
境
の
保
全

に
努
め
、
良
好
な
生
活
環
境

の
維
持
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

②
事
業
者
は
、
主
体
的
に
自
然

環
境
の
保
全
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

三
好
市
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
そ
れ
に
伴
う
歴
史
や
文
化
が
培

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
市
民
と
事
業
者

の
自
然
環
境
保
全
規
定
を
設
け
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

来
月
号
で
は
「
第
6
章 

行
政
運

営
の
基
本
原
則
」
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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や
消
火
設
備
の
使
用
方
法
を
知
っ

て
お
く
事
は
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
地
域
住
民
が
連
携
し
、

防
災
活
動
を
行
う
「
自
主
防
災
組

織
」
の
設
立
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
自
主
防
災
組
織
」
は
日
頃
か

ら
訓
練
や
安
全
点
検
な
ど
の
活
動

に
取
り
組
み
、
い
ざ
火
災
の
際
に

は
、
初
期
消
火
活
動
、
避
難
誘
導
、

避
難
所
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
地
域
住
民
が
連
携
し

て
地
域
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
が
、
自
主
防
災
組
織
の
役

割
で
あ
り
、
訓
練
や
地
元
消
防
団

と
の
連
携
な
ど
、
地
元
の
実
情
に

適
し
た
組
織
が
設
立
で
き
る
よ
う

事
務
的
な

お
手
伝
い

や
支
援
を

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

す
。声   　

廃
校
に
な
っ
て
い
る
小

　
学
校
の
校
舎
を
、
山
間

部
に
住
ん
で
い
る
市
民
の
た
め
の

公
営
住
宅
や
、
お
年
寄
り
が
楽
し

く
時
間
を
過
ご
せ
る
、
つ
ど
い
の

場
な
ど
に
し
て
は
ど
う
か
？

答　
市
内
に
は
休
校
17
校
、

　

廃
校
11
校
、
合
計
28
校

声　
ま
ち
づ
く
り
に
は
地
域

　
住
民
が
会
合
な
ど
に
一

人
で
も
多
く
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。
市
役
所

の
職
員
な
ど
が
率
先
し
て
参
加
し

て
く
れ
れ
ば
、
行
政
に
対
す
る
信

頼
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

答　
今
年
10
月
1
日
か
ら
施

　

行
さ
れ
る
「
三
好
市
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
は
、「
市

民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
的

に
、
市
民
の
権
利
、
果
た
す
べ
き

役
割
と
責
務
に
つ
い
て
定
め
て
お

り
、
市
職
員
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

参
加
も
努
め
る
よ
う
定
め
て
い
ま

す
。
こ
の
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

地
元
の
会
合
な
ど
に
職
員
が
積
極

的
に
参
加
す
る
よ
う
周
知
徹
底
し

て
い
き
ま
す
。

声　
昼
間
に
火
災
が
発
生
し

　
た
場
合
、
集
落
で
は
男

性
が
仕
事
で
留
守
に
し
て
お
り
女

性
が
家
に
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ

う
い
う
時
に
は
、
女
性
に
消
防

ホ
ー
ス
の
準
備
や
火
事
の
連
絡
係

を
し
て
も
ら
え
ば
い
い
の
で
は
な

い
か
？答　

火
災
発
生
の
際
に
は
、       

　

初
期
消
火
が
重
要
で
あ

り
、
日
頃
か
ら
消
火
栓
の
あ
る
場
所

の
休
廃
校
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

地
域
振
興
課
が
窓
口
に
な
り
、
地

域
の
皆
様
方
の
意
見
を
お
聞
き
し

な
が
ら
そ
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
校
舎
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
利
用
方
法
な
ど
た
く
さ
ん

の
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
い
ろ

ん
な
ア
イ
デ
ア
を
調
整
し
な
が
ら
、

最
終
的
に
は
地
域
の
皆
様
の
意
向

に
沿
っ
た
学
校
の
利
活
用
が
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

声　
若
い
人
が
集
落
を
後
に

　

し
て
出
て
行
き
ま
す
。

過
疎
化
を
止
め
る
方
法
は
何
か
な

い
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、
Ｉ

タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
、
若
者

に
定
住
し
て
も
ら
う
方
法
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
？

答　
三
好
市
で
は
、
集
落
の

　

見
回
り
な
ど
を
行
う「
集

落
支
援
員
」
や
地
域
活
性
化
を
お

手
伝
い
す
る
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」、
休
廃
校
に
な
っ
た
校
舎
の

活
用
や
都
会
の
企
業
の
誘
致
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
過
疎
対
策
に
は
特
効
薬
は
な

く
、
国
に
対
し
て
も
地
域
住
民
に

と
っ
て
決
め
細
や
か
な
過
疎
対
策

事
業
な
ど
を
要
望
し
て
い
く
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
一
つ
一
つ
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
と
考

え
ま
す
。定
住
の
促
進
に
向
け
て
、

引
き
続
き
地
域
の
皆
様
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

声　
定
年
後
で
も
働
く
意
欲

　
の
あ
る
人
の
た
め
の
仕

事
場
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

三
好
市
の
特
産
品
を
販
売
で
き
る

よ
う
な
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

答　
雇
用
の
場
の
支
援
策
と

　

し
て
、
優
良
企
業
の
誘
致

や
合
同
就
職
面
接
会
、
再
就
職
や

新
卒
者
に
対
す
る
補
助
制
度
を
進

め
て
い
ま
す
。
三
好
管
内
の
求
人

倍
率
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
協
力

し
な
が
ら
、
引
き
続
い
て
働
く
場

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

地
域
で
採
れ
た
も
の
を
特
産
品

と
し
て
販
売
す
る
こ
と
は
、
地
域

活
性
化
の
た
め
非
常
に
大
切
な
取

り
組
み
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

市
民
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

声　
昨
年
の
２
度
の
台
風
で
、

　
県
が
管
理
す
る
井
内
谷

川
が
増
水
し
て
市
道
が
冠
水
し
、

道
路
が
通
れ
な
く
な
っ
た
。
災
害

は
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら

な
い
の
で
、

早
急
に
護
岸

を
修
繕
し
て

ほ
し
い
。

答　
近
年
は
、
い
わ
ゆ
る
ゲ

　

リ
ラ
豪
雨
と
い
わ
れ
る

集
中
的
に
大
雨
が
降
る
傾
向
が
あ

り
、
昨
年
の
よ
う
な
洪
水
は
い
つ
起

こ
っ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

市
と
し
て
も
、
ご
要
望
の
場
所
の
災

害
対
策
は
た
い
へ
ん
重
要
と
考
え

て
お
り
、
管
理
し
て
い
る
徳
島
県
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
護
岸
の
修
繕

は
冠
水
防
止
に
有
効
で
あ
り
、
た

だ
ち
に
現
地
を
確
認
し
て
対
策
を

検
討
し
ま
す
と
の
回
答
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。

声　
市
内
の
民
生･

児
童
委
員

　
が
一
同
に
集
ま
る
民
生

児
童
委
員
全
体
研
修
会
を
、
お
互

い
に
意
見
を
出
し
合
い
、
気
軽
に

質
問
で
き
る
形
式
に
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
で
実
践
的

な
知
識
を
習
得
で
き
、
活
動
へ
の

意
欲
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

答　
全
体
研
修
会
を
、
講
演

　

と
グ
ル
ー
プ
討
議
の
２

つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
で
民
生
・
児
童
委
員
の
日
頃
の

活
動
や
課
題
を
意
見
交
換
し
、
交

流
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
各
旧
町
村
単
位

で
の
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
の

活
動
と
し
て
も
、
視
野
を
広
め
資

質
の
向
上
を
目
的
と
し
た
様
々
な

研
修
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

声　
三
好
郡
市
に
は
お
産
の

　
で
き
る
病
院
が
あ
り
ま

せ
ん
。
三
好
病
院
が
新
し
く
な
り

ま
す
が
、
市
か
ら
産
科
が
で
き
る

よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
？

答　
現
在
改
築
し
て
い
る
県

　

立
三
好
病
院
に
は
、
新

し
く
お
産
の
た
め
の
設
備
が
で
き

る
予
定
で
す
が
、
産
科
医
不
足
の

移 動 市 長 室

た
め
、
産
科
が
で
き
る
か
ど
う
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

市
と
し
て
は
、
関
係
機
関
と
と

も
に
徳
島
県
に
要
望
し
て
い
く
と

同
時
に
、
現
在
行
っ
て
い
る
助
産

師
に
よ
る
相
談
や
訪
問
な
ど
、
妊

婦
さ
ん
が
安

心
し
て
出
産

で
き
る
よ
う

に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

声　
市
が
建
設
を
計
画
し
て

　
い
る
交
流
拠
点
施
設
に

つ
い
て
、
近
く
に
は
体
育
館
も
市

役
所
も
あ
る
の
で
、
代
用
で
き
る

と
思
う
。
建
物
を
建
て
る
必
要
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

答　
現
在
進
め
て
い
る
交
流

　

拠
点
施
設
整
備
計
画

は
、
音
楽
会
の
開
催
や
演
劇
を

観
た
り
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、

例
え
ば
四
国
四
県
か
ら
多
く
の

人
た
ち
が
集
ま
り
、
普
段
は
な

か
な
か
触
れ
る
こ
と
の
出
来
な

い
文
化
を
鑑
賞
で
き
る
、
交
流

拠
点
施
設
と
し
て
整
備
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
文
化
施

設
が
大
都
市
に
偏
在
す
る
な
か
、

こ
の
計
画
に
は
、
地
域
が
自
主

的
、
自
立
的
に
地
方
の
伝
統
文
化

や
芸
術
を
作
り
育
て
、
地
域
を

活
性
化
し
て
ほ
し
い
と
の
大
き

な
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
頂
い
た
い
ろ
い
ろ
な

ご
意
見
を
踏
ま
え
、
市
民
の
皆

様
と
共
に
地
域
活
性
化
の
た
め

に
も
、
交
流
拠
点
施
設
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

声　
市
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク 

  

タ
ー
会
社
の
目
的
は
何
で

す
か
。
赤
字
経
営
を
続
け
て
い
て

は
、
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
？

答　
市
が
出
資
す
る
８
つ
の

　

第
３
セ
ク
タ
ー
会
社
は
、

利
益
を
上
げ
る
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
振
興
や
雇
用
確
保
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
お
い
て

設
立
を
し
て
い
ま
す
。
収
支
は
赤

字
で
も
、
そ
の
経
済
活
動
が
地
域

に
及
ぼ
す
プ
ラ
ス
要
因
も
あ
る
な

ど
第
３
セ
ク
タ
ー
が
果
た
す
役
割

も
大
き
く
、
設
立
の
目
的
を
果
た

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
経

営
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
の
特
別

委
員
会
や
市
の
検
討
委
員
会
で
議

論
を
し
て
お
り
、
引
き
続
い
て
赤

字
を
少
な
く
す
る
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

移 動 市 長 室

　平成 24 年度の移動市長室を、市内５か所で開催しました。
参加いただいた皆さまからご意見・ご要望など、延べ 70 件
の貴重なお話を聴かせていただきました。
　そこで今回、その移動市長室の様子を一部抜粋、要約して
お知らせいたします。（回答は市長または担当部長・課長がし
たものです）　　　　　　　
　　　　　お問い合わせ先　三好市秘書広報課　☎ 72-7646

お聴きした皆さまの声



�　市報 みよし

　

先
日
、
山
城
町
で
、
戦
争
を
体
験

さ
れ
た
方
の
取
材
と
記
録
映
像
を
撮

影
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
戦
争
の

遺
構
が
、
い
ま
だ
市
内
に
遺
さ
れ
て

い
る
と
い
う
現
実
を
知
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
講
演
会
や
各
種
活
動

の
中
で
、
地
域
に
あ
る
有
形
無
形
の

文
化
財
や
伝
承
に
つ
い
て
、
記
録
に

残
し
、
未
来
に
活
か
す
作
業
の
重
要

性
を
主
張
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
取
材
は
、
今
、

生
き
て
、
そ
の
地
域
の
歴
史
を
伝
え

る
こ
と
の
で
き
る
方
々
の
存
在
が
、

い
か
に
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ

る
か
と
の
思
い
を
、
改
め
て
強
く
さ

せ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

射
的
場
、
哨
戒
の
た
め
山
上
に
構

築
さ
れ
た
監
視
哨
、
そ
う
し
た
も
の

が
確
か
に
現
存
し
、
こ
れ
を
生
の
体

験
と
し
て
語
る
人
々
、
そ
の
自
分
史

が
地
域
史
で
あ
り
、
こ
れ
を
記
録
と

し
て
残
す
こ
と
が
急
が
れ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
認
識
。

　

歴
史
的
事
実
の
考
証
も
重
要
だ

が
、
戦
時
中
の
日
本
に
あ
っ
て
、
こ

れ
ほ
ど
ま
で
清
ら
か
に
、
何
の
疑
い

も
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
の
「
今
」
を

受
け
入
れ
、
慎
ま
し
く
気
高
く
駆
け

抜
け
た
一
人
の
「
人
間
」。
そ
こ
か

ら
見
え
る
、
今
の
日
本
と
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
こ
と
が
あ
る
、
と
の
想

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
延
々
と
語
っ
て

く
れ
た
の
で
あ
る
。

　

他
の
取
材
も
同
時
に
行
わ
れ
て
い

た
た
め
、
音
の
問
題
も
あ
り
、
外
で

の
収
録
と
な
っ
た
が
、
小
学
生
の
総

合
学
習
や
、
地
域
の
お
話
会
な
ど
に

も
出
向
く
方
で
あ
る
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
場
所
で
、
子
ど
も
た
ち
に
語
り
か

け
る
姿
を
記
録
し
た
い
と
思
う
。

連
載　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

⑭

戦
争
体
験
を
次
世
代
へ

下
川　

徹

今
年
も
続
け
ま
す

　

８
月
か
ら
、
秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、
平

家
ま
つ
り
の
創
作
劇
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
真
面
目

で
な
い
性
格
で
長
続
き
し
な
い
の
で

す
が
、
こ
れ
ば
っ
か
り
は
ほ
ぼ
皆
勤

賞
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
劇
の
内
容

も
昨
年
と
大
幅
に
変
わ
り
、
よ
り
史

実
に
近
づ
い
た
感
じ
で
す
。
今
年
か

ら
、
出
演
だ
け
で
な
く
制
作
や
音
響

に
も
携
わ
っ
て
お
り
、
一
か
ら
劇
を

作
り
上
げ
る
楽
し
さ
を
堪
能
し
て
い

ま
す
。
10
月
21
日
に
か
ず
ら
橋
夢
舞

台
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
芝
居

だ
け
で
な
く
襖
か
ら
く
り
や
太
鼓
、

民
謡
も
あ
り
、
楽
し
い
一
日
に
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
井
川
町
に
住
ん
で
い
て
、

「
な
で
し
こ
祭
り
」
が
あ
る
ん
で
す

が
、そ
れ
に
先
立
ち
10
月
に
は
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

が
井
川
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
も
参
加
し
た
の
で
す
が
散
々
な

成
績
で
し
た
。
今
年
は
、
初
心
者
の

渡
邊　

聡

部
か
ら
昇
格
し
て
、
30
ｍ
先
の
的
を

射
る
部
門
で
参
加
し
ま
す
。
今
年
は
、

か
な
り
気
合
も
入
っ
て
い
る
の
で
頑

張
れ
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

以
上
が
、
私
が
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
、
昨
年
か
ら
参
加
を
始
め
、

今
年
も
続
け
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
も
注
目
を
集
め
、
い
く
つ
か
ら

で
も
始
め
ら
れ
る
ん
で
お
勧
め
で
す
。

は 

ま
だ
ま
だ 

 

ら
せ
ま
す

   

ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に

   

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
三
好
市
か
ら
排
出
さ
れ
る
家
庭

ご
み
は
、
年
々
減
少
は
し
て
い
る

も
の
の
、
平
成
21
年
度
以
降
は
ほ

ぼ
横
ば
い
の
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
資
源
物
の
排
出
量
も

毎
年
ほ
ぼ
同
じ
数
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

上
記
の
デ
ー
タ
か
ら
す
る
と
、

ご
み
の
減
量
は
も
う
限
界
じ
ゃ
な

い
の
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
い
え
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
は
ま
だ
ま
だ

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
ざ
つ
紙

　

ざ
つ
紙
と
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や

お
菓
子
な
ど
の
空
き
箱
、
封
筒
、

包
装
紙
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
す
が
、
こ

れ
ら
が
、
燃
や
す
ご
み
の
実
に
4

割
近
く
を
占
め
ま
す
。
こ
れ
ら
ざ

つ
紙
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
、
単

純
計
算
で
1
年
で
約
２
３
０
０
ト

ン
も
の
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ざ
つ
紙
は
、
紙
袋
に

入
れ
て
十
文
字
に
縛
る
、
ま
た
は

そ
の
ま
ま
束
ね
て
十
文
字
に
縛
っ

て
、
資
源
物
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
生
ご
み

　

燃
や
す
ご
み
の
約
20
％
を
占

め
、
そ
の
約
80
％
が
水
分
で
す
。

水
分
を
多
く
含
ん
だ
ご
み
は
燃
焼

効
率
が
非
常
に
悪
く
、
焼
却
の
た

め
に
多
量
の
燃
料
の
使
用
す
る
た

め
焼
却
炉
へ
の
負
担
が
増
し
、
修

繕
費
な
ど
多
く
の
ご
み
処
理
費
用

が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
生

ご
み
は
水
切
り
を
十
分
に
行
う
、

ま
た
は
乾
燥
さ
せ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
缶
、
び
ん
類

　

燃
や
さ
な
い
ご
み
の
約
4
割
が

飲
食
用
の
缶
、
び
ん
類
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
缶
、
び
ん
類
も
貴

重
な
資
源
物
な
の
で
、
資
源
物
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
缶
は

指
定
袋(

透
明
に
オ
レ
ン
ジ
色)

、

び
ん
は
中
身
の
見
え
る
袋(

ビ

ニ
ー
ル
袋
、
レ
ジ
袋
な
ど)

に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
減
量
化
は
、
私
た
ち
市
民

一
人
ひ
と
り
の
問
題
で
す
。
ご
み

が
減
ら
な
け
れ
ば
、
限
り
あ
る
資

源
は
枯
渇
し
、
ご
み
処
理
施
設
や

最
終
処
分
場
は
老
朽
化
、
満
杯
を

早
く
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
私
た

ち
の
生
活
は
行
き
詰
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
も
長
く
快

適
な
環
境
で
生
活
を
送
る
た
め
に

も
、
ご
み
の
減
量
化
に
積
極
的
な

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
環
境
課

　

電
話 

７
２-

３
４
３
６

過去 5 年間の三好市の家庭ゴミ・資源物の排出量

平成 19年度
6,619トン
584トン
65トン

1,335トン
8,603トン

平成 20年度
6,351トン
563トン
47トン

1,223トン
8,184トン

平成 21年度
6,045トン
517トン
63トン

1,170トン
7,795トン

平成 22年度
5.955トン
515トン
58トン

1,238トン
7,766トン

平成 23年度
5.940トン
485トン
65トン

1,224トン
7,714トン

燃やすごみ
燃やさないごみ
大型・複雑ごみ
資源ごみ
合　　計

0トン

2000トン

4000トン

6000トン

8000トン

10000トン
8,603トン

8,184トン
7,795トン 7,766トン 7,714トン

平成 23 年度の三好市の家庭ごみの排出量（資源物含）は 7,714トンでした。前年度と比較して、
約 0.7％の減少でした。資源物排出量については、1,224トンで前年度比約 1.1％減でした。

　
徳
島
な
ら
で
は
の
伝
統
工
芸

で
あ
る
「
竹
人
形
」（
阿
南
市

竹
人
形
伝
承
会
製
作
）
と
、
国

民
文
化
祭
の
4
大
モ
チ
ー
フ
の

一
つ
で
あ
る
「
阿
波
藍
」
で
染

め
た
布
を
組
み
合
わ
せ
た
第
27

回
国
民
文
化
祭
限
定
の
グ
ッ
ズ

が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
が
奏
で
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
ｉ
ｎ
三
好
市
」
公
演
会
場
に

お
越
し
の
方
の
中
か
ら
、
抽
選

で
10
名
の
方
に
こ
の
「
藍
竹
人

形
や
っ
と
さ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
三
好
市
文
化
交
流
推
進
課

　
電
話 

７
２-

７
６
３
３

減
み
ご

2012.10　�
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自然が生き活き、人が輝く交流の郷　三好市

ゆめ・笑顔・ふるさと三好
〜あふれる笑顔と未来（あした）のために〜

第5回  三好市民文化祭

國久真有アート元気玉展
10 月 10 日（水）～ 11 月 30 日（金）
Face&Bodytherapy からだげんき駐
車場（三好市役所西隣）
問：国久（☎ 080-6380-2880）
祖母を池田町に持つ大学院生初の油
絵展。

 伊予川芋たき会
11 月 4 日（日）10 時～
平和橋上流約 100 ｍ河川敷

（山城町瀬貝）
問：伊予川芋たき実行委員会（並岡）

（☎ 86-2262・☎ 090-8975-5198）
地産池消での芋煮鍋・大釜 2 基、カ
ヌーおよびラフティング体験、年間
の環境活動パネル展、芋たき会、バ
ザーなど

第 8 回箸蔵ふれあいまつり
11 月 4 日（日）9 時～
箸蔵公民館、箸蔵小学校
問：箸蔵公民館（箸蔵福祉村）

（☎ 72-0809）
歌謡、芸能発表、手芸、作品展示、
物産展および即売、手打ちうどん、
福引

第 7 回井川文化まつり
11 月 10 日（土）12 時〜 17 時
11 月 11 日（日）9 時〜 17 時
井川中学校
問：三好市文化協会井川支部

（☎ 78-2077）
作品展、芸能発表と阿波踊り（日舞、
民謡、大正琴、コーラス、手話コー
ラス、エアロビクス、詩吟）

第 31 回なでしこまつり
11 月 10 日（土）12 時〜 21 時
11 月 11 日（日）10 時〜 17 時
井川中学校
問：なでしこまつり実行委員会

（☎ 78-3304）
菊花展、各種作品展、幼保小中高作
品展、バザー、オープニングパレー
ド（小中学校鼓笛隊・子ども神輿）、
福投げ（11 日 17 時）
【特別展】辻まちなみ調査展

第 7 回三好市社会福祉大会・
ふれあい広場
11 月 11 日（日）
9 時 50 分～ 15 時 30 分
三好市池田総合体育館
問：三好市社会福祉協議会

（☎ 72-5715）
【社会福祉大会】式典、表彰式、手
話コーラス、福祉活動発表（東祖谷
小学校）、記念公演（13 時〜）

「ひとりぼっちの私が市長になった!」
講師：茨城県高萩市長　草間吉夫 氏
【ふれあい広場】バザー、高齢者作
品展、健康チェック、相談コーナー、
はなかっぱキャラクターショー、
PETIT  ANGE ショーステージ

第 19 回山城文化まつり
11 月 11 日（日）9 時～ 15 時
山城公民館、山城中学校駐車場
問：三好市文化協会山城支部

（☎ 86-1266）
（芸能発表）日舞、カラオケ、民謡、コー
ラス、劇、（展示）絵手紙、ロマンドー
ル、添芸、盆栽、墨絵、妖怪、華道、

（販売）茶道、生活改善バザー、商工会、
更生保護女性会チャリティバザー

ハイシニア・小学生
交通安全野球大会、
徳島県警察音楽隊  演奏会
11 月 11 日（日）9 時〜 16 時
吉野川運動公園池田球場
問：三好地区交通安全教育推進協議会

（三好警察署内 ☎ 72-0110）
第 5 回大会を記念して徳島県警察音
楽隊の演奏会もあります（13 時〜）。

三好高校  楓祭
11 月 12 日（月）9 時～ 13 時 30 分
徳島県立三好高等学校
問：三好高等学校（☎ 72-0805）
実習農産物販売、作品展示、体験コー
ナー、スタンプラリー（景品あり）

道の駅「三野」秋の収穫祭
11 月 18 日（日）10 時～ 14 時
道の駅「三野」
問：道の駅「三野」農産物直売所

（☎ 76-2010）
三野町産農産物販売、豚汁・お好み
焼き・綿菓子の無料ふるまい、300
円以上お買い上げの方に空くじなし
の福引、阿波踊り（正午）

まちかどフェスティバル
11 月 23 日（金）
出発式 12 時 30 分～三好市中央公民
館前、13 時～へそっこ公園ステージ、
14 時～フレスポ駐車場
問：池田たばこ踊り保存会代表

（☎ 72-5210）
池田中学校吹奏楽部、箸蔵小唄同好
会、阿波池田たばこ踊り保存会、池
田小学校 5・6 年生有志、はしくら連、
白地婦人会阿波踊り講座有志、三好
高校ボランティアグループ

児童生徒作品展
11 月 23 日（金）～ 25 日（月）
10 時～ 17 時
三好市池田総合体育館
問：三好市文化交流推進課

（☎ 72-7633）
三好市内の保育所、幼稚園、小中高
等学校、池田支援学校生徒の絵画・
書写作品、三好郡市グラフィック、
小中学校科学作品、「家庭の日」優
秀作品、法務局・税務署優秀作品

第４回平和展
11 月 23 日（金）～ 25 日（月）
10 時～ 17 時
三好市池田総合体育館
問：西部みんなの九条の会ほか

（☎ 79-2627）
「原爆と人間」のパネル展

第 25 回池田文化まつり
11 月 23 日（金）〜 25 日（日）
10 時〜 17 時（最終日 16 時まで）
三好市中央公民館・ヨンデンプラザ
池田・うだつの家・マナヅル文化ホー
ル・中央図書館市民ギャラリー
問：三好市文化協会池田支部

（☎ 72-0066）
【三好市中央公民館】
24日▽開会式・オープニングコンサート

（芸能の部）24 日▽三味線、日本舞踊、
25 日▽大正琴、詩吟、太極拳、カラ
オケなど
【ヨンデンプラザ池田・三好市中央
公民館・図書館市民ギャラリー】

（展示の部）23 日〜 25 日▽絵画、書
道、華道、俳句、短歌、ファッション、
ちぎり絵、絵手紙、古文書、保育園
児生徒作品展
【ヨンデンプラザ池田】
23 日▽第九合唱、池高吹奏楽、ウク
レレ合奏、三味線、ピアノ、合奏ほか
【うだつの家】24 日・25 日▽お茶席
【マナヅル文化ホール】
25 日▽音楽（洋楽）
・25周年記念として体験講座を開催
（ちぎり絵・絵手紙・生花・お茶席）

三好仏教会　文化講演会
11 月 24 日（土）
13 時 30 分～ 15 時
三好市池田総合体育館
問：三好仏教会 事務局
 （中津山光明寺 ☎ 75-2080）
【演題】「仏の教えは幸せの道」
【講師】佐藤令宜 大僧正（前真言宗
御室派管長、前京都仁和寺門跡）

第６回うだつマルシェ
11 月 24 日（土）10 時～ 16 時
池田町　本町通り

（阿波池田たばこ資料館周辺）
問：うだつマルシェ実行委員会

（☎ 090-8978-2871 吉田）
うだつの残るまちなみで行われる手
作り市です。歴史の残るまちなか歩
きとお買い物を存分にお楽しみくだ
さい。

344 演劇団
お披露目寸劇 2 本立て 
11 月 25 日（日）11 時～
三好市中央公民館
問：344 演劇団　ひらきしんじ

（☎ 090-9132-4205、※ 18 時以降）
「交通安全編」交通事故のない安全
な町を願って、「鳥の詩」幸福を探
す鳥たち。（諸般の都合により 11 時
からの 1 回公演となりました。関係
者の皆様には大変ご迷惑をおかけい
たしますがご了解くださいますよう
お願いいたします）

第 12 回 妖怪まつり
「おっそろしげな妖怪が  

　　　　がいにおるぞぉ～」
11 月 25 日（日）11 時～ 15 時
藤の里公園一帯（ 山城町上名）
問：道の駅大歩危（☎ 84-1489）
　　山城茶業組合（☎ 84-1155）
妖怪バンド演奏、妖怪手作りコン
テスト（入賞賞品あり）、妖怪行列、
郷土芸能、餅まきなど

第 7 回三好市高齢者
体育大会
11 月 30 日（金）10 時～ 15 時
三好市池田総合体育館
問：三好市老人クラブ連合会

（三好市社会福祉協議会 ☎ 72-5715）

第 5 回三好市民文化祭の
パンフレットを作成しました

イベントの情報
量を増やしまし
た。ご活用くだ
さい。また、三
好市民文化祭ス
タンプラリーも
行います。スタ
ンプの数に応じ

て、記念品をさしあげます。詳細
はパンフレットまたは三好市ホー
ムページをご覧ください。
問：三好市文化交流推進課

（☎ 72-7633）

第 27 回国民文化祭・とくしま 2012
市町村連携コンサート

「まちが奏でるクラシック
　　　　　　　　in 三好市」
11 月 3 日（土）15 時〜
三好市池田総合体育館
問：まちが奏でるクラシック in 三好
市実行委員会

（文化交流推進課 ☎ 72-7633）
【入場料】前売り▽大人 2000 円、高
校生以下 1000 円（当日券 500 円増）
【出演者】とくしま記念オーケストラ、
指揮者：秋山和慶 氏、ソリスト：小濱
妙美 氏、三好市民第九合唱団 120 名

三好市人形浄瑠璃公演
「人形浄瑠璃   +

　　　　韓国・日本の融合」
11 月 17 日（土）13 時〜
三好市池田総合体育館
問：三好市人形浄瑠璃公演実行委員会

（文化交流推進課 ☎ 72-7633）
【入場料】前売り券 1000 円（当日券
1200 円）
三好市出身の勘緑監修による人形浄
瑠璃公演
【第1部】人形浄瑠璃公演
【第2部】融合芸能 親舊達チングドゥ
ル + 勘緑 木偶舎

（当日各500円増）未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。
当日、入場された方に粗品を進呈いたします。

■入場料［全席自由］ 
一般=2,000円  小・中・高校生=1,000円

※やむを得ない事情により、出演者・曲目などが変更になる場合がございます。

チケット販売先／まちが奏でるクラシックin 三好市実行委員会 
主催／三好市・まちが奏でるクラシックin三好市実行委員会
協力／第27回国民文化祭徳島県実行委員会   
助成／財団法人地域創造・第27回国民文化祭・とくしま2012助成事業
お問い合わせ先／まちが奏でるクラシックin三好市実行委員会 事務局文化交流推進課
TEL:0883-72-7633 FAX：0883-72-7202

ソプラノ／小濱妙美

■演奏／とくしま記念オーケストラ

音楽監督・指揮／秋山和慶
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そう思う10.32%

どちらかといえば
そう思う
39.79%どちらかといえば

そう思わない
29.89%

そう思わない
17.89%

無回答
2.11%

Q4

「そう思う」と「どちらかといえばそう
思う」を合わせますと 84.84％の方
が住み続けたいと思われています。
そう思わない理由では、「生活が不
便だから」、「高齢者には住みにくい
から」、「活気がないから」などでした。

0
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80

100
79.58%

63.79％

22.74%
15.58%13.26％

7.37%

Q1. あなたは、現在の所に住み続けたいと思いますか

「そう思う」と「どちらかといえばそ
う思う」を合わせますと78.95％で
した。そう思わない理由では、「道
が狭い」、「山間部の対面通行が不
便」、「道路の状態が悪いところが
ある」などでした。

Q2. 三好市内は、生活に必要な道路が整っていると思いますか

「どちらかといえばそう思わない」と「そう思
わない」を合わせますと53.26％でした。理
由としては、「バスの便が少ない」、「最終運
行時刻が早い」、「公共交通機関との乗り継
ぎ時刻が合わない」などでした。

「そう思う」と「どちらかといえばそう
思う」を合わせますと50.11％でした。
そう思わない理由としては、「医師不
足」、「診療科が少ない」、「分娩できる
病院がない」などでした。

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせますと54.94％でした。
そう思わない理由では、「目に見えない」、「一部の人だけが参加してい
る」、「情報が少ない」などであり、市民協働とは何かということや、三
好市のまちづくりには市民協働の活動が必要である、などの説明が不
十分であったことがうかがえます。
※市民協働は、市民の皆さんと行政がお互いの役割を理解し、それぞれの
特徴を生かしながら課題解決に取り組んでいくことをいいます。今後とも、
取り組み結果の情報等をわかりやすく伝えていくことが必要であります。

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせますと
56.84％でした。そう思わない理由としては、「関心がない」、「情
報が聞こえてこない」、「市民の声が届いてい
ない」などでした。より充実した行政情報の
発信に向け、市報やケーブルテレビ、その他
の方法を活用することが必要であります。

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせますと51.79％
でした。そう思わない理由としては、「窓口がばらばらで不便である」、

「一つの問い合わせに対して複数の職員の対応が必要な点が無駄」、
「課と課の連携が不十分である」などでした。市民の理解と協力を
得ながら、引き続き効率的な行政運営に努める必要があります。

自由回答で記入していただいたとこ
ろ、「三好市の名所を盛り込んでほし
い。」、「市民に親しまれる歌にしてほ
しい。」、「制定の必要性を感じない」
などの回答がありました。

調査結果は、市民の皆様が日ごろの生活の中で感じられている現状値ととらえ、今後の施策（事業）展開に活
用していきます。調査の対象となられた方におきましては、お忙しいところご協力をいただきありがとうござ
いました。また、その他自由記入欄で寄せられた 161 件の意見、要望については、対応結果を次号（11 月号）
からシリーズで掲載していきます。

お問い合わせ先　三好市行革推進室（電話 72-7629）

複数回答可能で質問したところ、「市報みよし」が 79.58％で
最も高く、次いで「ケーブルテレビ」 、「新聞」、「音声告知放送」、「テ
レビ・ラジオ」、「三好市ホームページ」の順でした。市の情報
取得として市報への期待は依然として高いことがうかがえます。

【調査概要】三好市全域を
対象とし、20 歳以上の市
民 1,200人（無作為抽出）
に調査票を送付し、475人

（回収率 39.58％）から回
答を得ました。

そう思う5.89%

どちらかといえば
そう思う
49.05%

どちらかといえば
そう思わない
24.84%

そう思わない
10.11%

無回答
10.11%

そう思う3.79%

どちらかといえば
そう思う
48.00%どちらかといえば

そう思わない
23.58%

そう思わない
11.58%

無回答
13.05%

●平成 24 年度の市民意識調査を、5 月 11 日から 25 日まで実施しました。調査
の目的は、市民の皆様が日ごろの生活の中で感じられていることや、市政に対して
のご意見ご要望を伺い、今後の市政運営に活用するため実施しています。
●調査の内容は、①自身のことについて ②日常生活について ③子育てについて④
市の広報活動について ⑤人権について ⑥男女共同参画について ⑦市民歌について 
⑧市民参画や行政改革について などで43項目の質問をしました。以下は抜粋です。

市民意識調査の結果を報告します

Q3. 市内のバスの便が良いと思いますか
そう思う
8.84%

どちらかといえば
そう思う
29.26%

どちらかといえば
そう思わない
24.42%

そう思わない
28.84%

無回答
8.63%

そう思う52.63%どちらかといえば
そう思う
32.21%

どちらかといえば
そう思わない
9.89%

そう思わない
4.21%

無回答
1.05%

そう思う23.16%

どちらかといえば
そう思う
55.79%

どちらかといえば
そう思わない
11.37%

そう思わない
8.84%

無回答
0.84%

Q2

Q4. 三好市は、適切な医療が受けられる環境が整っていると感じていますか

Q5. 三好市の行政情報を、
　　　普段どのような方法で取得されていますか

Q6. 市民歌の制定について
　　　　どのように思いますか

Q7. 三好市は、市民協働でまちづくりをすすめていると感じますか

Q7

Q8. 三好市は、市政情報が十分提供され開かれた市政が行われていると感じますか

そう思う4.84%

どちらかといえば
そう思う
52.00%どちらかといえば

そう思わない
21.47%

そう思わない
11.16%

無回答
10.53%

Q8

Q9. 三好市の行政は、効率的に運営されていると感じますか

Q9
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③
行
財
政
改
革
に
広
範
な
視
点
で
建
設
的
な
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
け

る
方

▽
募
集
人
数　
　
公
募
委
員　

若
干
名

▽
募
集
期
間

　
10
月
15
日
（
月
）
～
10
月
31
日
（
水
）　

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効

▽
任
期

　
平
成
24
年
12
月
～
平
成
26
年
11
月
（
予
定
）

▽
応
募
方
法

市
の
行
財
政
改
革
に
関
す
る
意
見
（
４
０
０
字
以
内
）、住
所
、氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
行
革
推
進
室
、
各
総
合
支
所
に

あ
る
「
応
募
申
込
書
」
に
記
入
の
う
え
持
参
さ
れ
る
か
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。「
応
募
申
込
書
」
は
、
三

好
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city-m
iyoshi.jp

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
申
し

込
み
も
受
け
付
け
ま
す
）

・
持
参
の
場
合
の
提
出
場
所

　

市
役
所
２
階 

行
革
推
進
室
ま
た
は
各
総
合
支
所

▽
選
考
方
法

応
募
申
込
書
に
よ
り
選
考
し
、
選
考
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月

初
旬
ご
ろ
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
そ
の
他

①
収
集
し
た
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
留
意
し
、
他
の
目
的
に

は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

②
委
員
と
な
り
会
議
に
参
加
さ
れ
た
場
合
は
、
市
の
定
め
た
謝
金
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

③
申
し
込
み
に
よ
る
費
用
は
、
お
支
払
い
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
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進んで 
 いますか？

プランの
チェック

市では、現在、第 2 期行革大綱に基づき集中改革プ
ランを推進しています。推進委員会は、行財政改革
を進めるための指針となる大綱の策定に係る事項や
集中改革プランの進行管理を中心に審議する機関で
す。この取組等に対する意見をいただく、行財政改
革推進委員会の委員（第５次）を市民の皆様から公
募しますので、ぜひ次によりご応募ください。

【
委
員
会
の
概
要
】

▽
活
動
内
容

次
期
行
革
大
綱
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
て
答
申
書
を
策
定

し
ま
す
。
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
2

時
間
程
度
の
会
議
を
1
、
２
か
月
に
1
回
程
度
実
施
（
予
定
）。

▽
委
員
構
成

公
共
的
団
体
の
代
表
者
、
行
財
政
に
つ
い
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る

方
お
よ
び
公
募
に
よ
る
市
民
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

▽
委
員
数　
　
総
数
15
人
以
内

【
応
募
要
領
】

▽
応
募
資
格
（
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
）

①
平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
満
20
歳
以
上
で
、
三
好
市
民
の
方
（
市
民

と
は
市
内
で
居
住
す
る
方
、働
く
方
、学
ぶ
方
お
よ
び
活
動
を
行
う
方
）

②
こ
の
会
に
お
い
て
、
政
治
的
、
宗
教
的
ま
た
は
営
利
活
動
を
し
な
い
方

「行財政改革推進委員会」
委員を公募します

公募抽選により入居決定する住宅 【申込期限：10 月 31日】

住　宅　名 所在地 戸数 単身可 区分 築年度

三野芝生第二北団地A 芝生 1 公 S54

池田中西C団地 中西 1 公 S50

山城下川団地 下川 1 公 S52

山城下名２号団地 下名 2 公 S57

山城西宇１号団地 西宇 1 公 H3

山城伊予川団地 信正 4 公 H9

公＝公営住宅　特＝特定公共賃貸住宅　貸＝貸付住宅
市営住宅募集情報は市ホームページにも掲載しています

入居を希望される方は10月31日（水）までにお申し
込みください。随時入居申し込みが可能な住宅もあります。
詳しくはお問い合わせください。

■ お申し込みできる方
① 現在、同居か同居しようとする親族がある方 
② 現に住宅に困っていることが明らかな方
③ 税金・水道・保育料等の公共料金を滞納していない方
④ 所得が所定の基準に該当する方
⑤ 申込者または同居親族が暴力団員でない方
■ 公営住宅の所得基準
入居世帯の所得合計が月額 15 万 8 千円以下であること。
ただし次の場合は所得合計が月額 21 万 4 千円以下であれ
ば入居可能です。
① 高齢者世帯（入居申込者が 60 歳以上で同居しようとす
る親族全員が 18 歳未満または 60 歳以上）
② 障害者世帯（入居者または同居者が、障害者・戦傷病者・
被爆者・引揚者等）
③ 子育て世帯（同居者に小学校就学前の子供のいる世帯）
■ 特定公共賃貸住宅の所得基準
入居世帯の所得合計が月額 15 万 8 千円以上 48 万 7 千
円以下（前記の所得基準に当てはまらない方でも入居可能
な場合がありますので、お問い合わせください）
■ 貸付住宅の所得基準　入居世帯の所得基準なし
■ お申し込み・お問い合わせ先

池田地区　　三好市管理課　　（電話 72-7681）　
三野地区　　三野総合支所　　（電話 77-4804）　
井川地区　　井川総合支所　　（電話 78-5001）　
山城地区　　山城総合支所　　（電話 86-1111）　
西祖谷地区　西祖谷総合支所　（電話 87-2273）　
東祖谷地区　東祖谷出張所　　（電話 88-2896）　

市営住宅入居者募集

随時入居申し込みが可能な住宅（先着順により入居決定）

住　宅　名 所在地 戸数 単身可 区分 築年度

山城永美団地 下川 2 ○ 特 H7

山城伊予川団地 信正 1 ○ 特 H9

山城川口団地 引地 1 ○ 特 H12

山城下名1号団地 下名 1 ○ 公 S51

西祖谷一宇団地 一宇 3 ○ 公 S60

西祖谷一宇第２団地 一宇 2 ○ 特 H8

西祖谷一宇第２団地 一宇 2 ○ 公 H8

西祖谷西岡団地 西岡 1 ○ 特 S62

西祖谷第２西岡団地 西岡 6 ○ 公 H4

西祖谷榎団地 榎 3 ○ 特 S53

西祖谷榎団地 榎 1 ○ 公 S53

西祖谷秘境ふるさと団地 一宇 5 ○ 貸 H13

東祖谷和田第1団地 和田 5 ○ 公 S53

東祖谷名頃団地 菅生 2 ○ 公 S53

東祖谷名頃団地 菅生 1 ○ 特 S53

東祖谷落合第2団地 落合 2 ○ 公 S53

　

9
月
1
日
（
土
）、
徳
島
県
総

合
防
災
訓
練
が
四
国
三
郎
の
郷
吉

野
川
河
畔
ふ
れ
あ
い
広
場
（
美
馬

市
）
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
防
災
関
係
機

関
の
協
力
体
制
の
確
立
・
強
化
と

県
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
お
よ
び

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
、
三
好

市
の
自
主
防
災
組
織
よ
り
１
２
４

名
の
方
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
班

別
に
な
り
地
震
体
験
、消
火
訓
練
、

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
習
な
ど
災
害
が

発
生
し
た
際
の
対
処
法
を
学
び
ま

し
た
。

　

主
会
場
以
外
で
は
、
三
好
市
で

孤
立
地
域
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
、
旧
東
谷
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
三
野
町
）
な
ど
市
内
4
か
所
に

お
い
て
、シ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る「
白

色
の
表
示
」
を
行
い
、
情
報
収
集

に
来
た
ヘ
リ
に
対
し
て
救
助
を
求

め
る
サ
イ
ン
の
設
置
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
衛
星
携
帯

電
話
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
等
を
利

用
し
て
美
馬
市
に
設
置
さ
れ
た
現

地
災
害
対
策
本
部
と
通
信
・
情
報

伝
達
訓
練
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
危
機
管
理
課

　

電
話 

７
２-

７
６
２
５

徳
島
県
総
合
防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
24
年
10
月
、
徳
島
県
立
中

央
病
院
の
開
院
に
合
わ
せ
て
徳
島

県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は

徳
島
県
立
中
央
病

院
に
常
駐
し
専
門

医
師
と
看
護
師
が

直
ち
に
出
動
で
き

る
体
制
と
な
り
ま

す
。運
航
時
間
は
、

有
視
界
飛
行
の
た

め
午
前
8
時
か
ら

日
没
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

山
間
部
を
抱
え
る
当
消
防
本
部

で
は
救
急
車
の
使
用
が
増
加
す
る

中
、
現
場
か
ら
三
好
市
の
病
院
に

搬
送
す
る
ま
で
距
離
お
よ
び
時
間

が
か
か
り
初
期
治
療
が
遅
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
運
航
に
よ
り
、
救
命
率
の
向
上

や
後
遺
症
の
軽
減
が
図
ら
れ
、
地

域
住
民
の
安
全
・
安
心
な
く
ら
し

の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

着
陸
場
所
に
あ
っ
て
は
、
市
の

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
が
開
始
さ
れ
ま
す

施
設
や
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の

広
場
、
ま
た
、
現
場
状
況
に
よ
り

機
長
の
判
断
に
よ
る
着
陸
可
能

場
所
へ
の
離
着
陸
も
あ
り
得
る

た
め
、
予
期
し
な
い
砂
塵
、
飛
散

物
な
ど
で
怪
我
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
着

陸
す
る
場
合
は
、
周
辺
に
は
近
づ

か
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
安
全
か
つ
円
滑
な
運
航
に
ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

み
よ
し
広
域
連
合
消
防
本
部　

　

電
話 

７
６-

５
１
１
９
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三
好
市
で
は
平
成
22
年
11
月
よ

り
鳥
獣
追
い
払
い
支
援
隊
を
立
ち

上
げ
、
市
内
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に

発
信
器
を
装
着
し
動
向
調
査
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
ま
で
の
調
査
結
果

は
地
図
の
と
お
り
で
す
。（
四
季

を
通
じ
た
行
動
範
囲
）池
田
7
群
、

井
川
2
群
、
西
祖
谷
2
群
、
東
祖

谷
１
群
の
全
体
12
群
の
調
査
結
果

で
す
。

主
な
行
動
範
囲

【
池
田
】（
Ａ
群
）
新
山
～
大
利
、

（
Ｂ
群
）
松
尾
～
知
行
、（
Ｃ
群
）

北
谷
～
影
野
、（
Ｄ
群
）
新
山

～
大
利
、（
Ｅ
群
）川
崎
～
千
足
、

（
Ｆ
群
）
大
申
～
五
軒
、（
Ｇ
群
）

中
津
川
～
大
利

【
井
川
】（
Ａ
群
）
中
村
南
～
段

地
、（
Ｂ
群
）
吉
木
～
下
影

【
西
祖
谷
】（
Ａ
群
）
尾
井
ノ
内

～
戸
ノ
谷
、（
Ｂ
群
）
善
徳
西

～
善
徳
東

【
東
祖
谷
】（
Ａ
群
）
大
西
～
古
味

32

439

大歩危駅

土 

讃 

線

西
祖
谷
総
合
支
所 東

祖
谷
総
合
支
所

後山

善徳西

麦生土

大西

今久保

192

祖谷口駅

箸蔵駅

土 

讃 

線

井川池田IC

吉野川SA

山
城
総
合
支
所

三
好
市
役
所

白地

松
尾

大
利川

崎

漆
川

井内

阿
波
川
口
駅

三縄駅

阿波池田駅

井
川
総
合
支
所

佃駅
辻駅

　

こ
れ
以
外
に
発
信
器
が
つ
い
て

い
な
い
群
れ
も
確
認
さ
れ
て
い

て
、
現
在
調
査
中
で
す
。
三
好
市

内
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
生
息
頭
数
は

１
０
０
０
頭
を
超
え
る
と
推
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
も
っ
と
も

大
き
な
群
れ
は
三
加
茂
Ａ
Ｂ
群
と

判
明
し
て
き
ま
し
た
。
三
加
茂
Ａ

Ｂ
群
に
つ
き
ま
し
て
は
、
井
川
町

を
行
動
す
る
こ
と
か
ら
、
東
み
よ

し
町
と
連
携
し
現
在
も
調
査
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
群
れ
は

頭
数
が
増
え
る
と
分
裂
す
る
こ
と

も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

対
策
と
し
ま
し
て
、
こ
の
デ
ー

タ
を
利
用
し
群
れ
の
動
向
範
囲
内

に
捕
獲
檻
を
導
入
し
、
ニ
ホ
ン
ザ

ル
の
効
率
的
な
捕
獲
や
追
い
払
い

の
推
進
、ま
た
、サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
・

シ
カ
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
と

し
て
侵
入
防
護
柵
設
置
費
補
助
金

の
交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

な
お
、
拡
大
し
た
地
図
は
、
農

業
振
興
課
、
各
総
合
支
所
に
ご
用

意
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
三
好
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
農
業
振
興
課

　
（
☎
７
２-

７
６
１
７
）

三好市ニホンザル動向調査の
調査結果をお知らせします

西祖谷A群
推定90〜100頭

西祖谷2群・東祖谷1群の行動範囲と推定頭数

猿 による被害をなくすために

被
害
を
受
け
な
い

集
落
環
境
づ
く
り

　

野
生
鳥
獣
が
被
害
を
出
す
原
因

は
、
実
は
み
な
さ
ん
の
な
に
げ
な

い
行
動
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
防
護
柵
な
ど
の

対
策
を
実
施
す
る
前
に
、
周
り
の

環
境
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
集
落
の

み
ん
な
で
被
害
を
受
け
な
い
環
境

づ
く
り
が
必
要
で
す
。

な
ぜ
集
落
に
く
る
の
？

　

本
来
、
サ
ル
は
、
森
林
の
動
物

な
の
で
森
林
外
で
活
動
す
る
こ
と

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
集
落

の
農
作
物
を
エ
サ
と
し
て
認
識
す

る
と
、
森
林
内
の
エ
サ
が
少
な
く

な
る
時
期
に
集
落
に
出
没
し
て
農

作
物
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
集
落
内
で
安
全
に

し
か
も
簡
単
に
農
作
物
を
エ
サ
と

し
て
利
用
で
き
る
こ
と
を
学
習
す

る
と
、
集
落
の
農
作
物
に
依
存
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
態
に
な
る
と
、
サ
ル
被
害
対

策
は
非
常
に
困
難
と
な
り
ま
す
。

　
動
物
が
集
落
周
辺
で
被
害
を
出

す
よ
う
に
な
る
に
は
、
次
の
よ
う

な
流
れ
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
動

物
は
エ
サ
の
あ
る
集
落
に
来
て
子

供
を
増
や
し
、
ま
た
被
害
を
出
し

て
い
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に
な

ら
な
い
た
め
に
、
集
落
に
あ
る
エ

サ
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

サ
ル
を
人
間
の
生
活
場
所
や
農
地

か
ら
排
除
し
て
森
林
内
に
押
し
留

め
る
た
め
に
も
、
効
果
的
な
追
い

払
い
を
集
落
活
動
と
し
て
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

栄
養
の
あ
る
エ
サ
が
多
い

　
　
➡

エ
サ
が
多
い
と
こ
ろ
に

動
物
は
集
ま
る

　
　
➡

栄
養
を
と
る
と
、

子
供
が
多
く
生
れ
る

　
　
➡

子
供
が
多
く
生
れ
る
と
、

エ
サ
が
多
く
必
要
に
な
る

対
策

●
利
用
さ
れ
て
い
な
い
果
樹
や
竹

林
は
切
る
。

●
草
刈
り
を
し
て
、
隠
れ
場
所
を

な
く
す
。

●
サ
ル
を
見
か
け
た
ら
、
み
ん
な

で
追
い
払
う
。

東祖谷A群
推定90〜100頭

西祖谷B群
推定60〜70頭

池田7群・井川2群の行動範囲と推定頭数

池田A群
推定70〜80頭

池田D群
推定50〜60頭

井川B群
推定70〜80頭

池田G群
推定50〜60頭

池田B群
推定70〜80頭

池田C群
推定60〜70頭

三加茂A・B群
推定140〜150頭

井川A群
推定90〜100頭

池田E群
推定90〜100頭

池田F群
推定60〜70頭
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徳
島
県
立
三
好
病
院
よ
り

　

県
立
三
好
病
院
で
は
、
10
月
14

日
に
電
気
設
備
年
次
点
検
を
実
施

す
る
た
め
全
館
停
電
と
な
り
、
Ｃ

Ｔ
撮
影
装
置
お
よ
び
検
査
機
器
な

ど
の
医
療
機
器
が
使
用
不
能
と
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
停
電
中
は

診
療
に
支
障
を
来
す
こ
と
か
ら
次

の
日
時
に
お
い
て
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
救
急
患
者
の
受
入
れ
を
休

止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
救
急
患
者
受
入
休
止
日
時
】

　
平
成
24
年
10
月
14
日
（
日
）

　
10
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で

私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

つ
る
ぎ
町
立
半
田
病
院
よ
り

　

つ
る
ぎ
町
立
半
田
病
院
で
は
、

10
月
23
日
、
現
在
建
設
中
の
新
病

棟
へ
高
圧
電
源
接
続
工
事
を
行
う

た
め
、
全
館
停
電
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
ま
し
て
、
医
療
機
器
お
よ
び

照
明
な
ど
の
電
気
設
備
が
全
く
使

用
で
き
な
く
な
る
た
め
、
患
者
様

の
受
入
れ
を
一
時
的
に
制
限
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
全
館
停
電
日
時
】

　
平
成
24
年
10
月
23
日
（
火
）

　
13
時
か
ら
18
時
ま
で

※
こ
の
停
電
の
時
間
帯
に
お
い
て

は
、
外
来
・
救
急
な
ど
の
全
て
の

受
入
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
当
日
雨
天
中
止
の
場
合
は
、
10

月
30
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
当
日
の
外
来
の
受
付
は
、「
午

前
11
時
ま
で
」
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
次
回
は
平
成
24
年
12
月

初
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

三
好
市
で
は
、
旧
池
田
第
一
中

学
校
校
舎
跡
地
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
、
老
人
福
祉
施
設
な
ど
の
整

備
を
す
る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

　

土
地
の
売
却
に
当
た
っ
て
は
、

公
募
提
案
型
売
却
と
し
、
応
募
時

に
事
業
計
画
提
案
書
と
価
格
調
書

を
同
時
に
提
出
し
、
提
案
書
の
内

容
を
市
が
設
置
す
る
「
審
査
委
員

会
」
に
お
い
て
総
合
的
に
審
査
、

価
格
調
書
を
開
封
し
買
受
事
業
者

を
決
定
し
ま
す
。

●
売
却
対
象
地

【
所
在
地
】

三
好
市
池
田
町
白
地
本
名
１
９
４

番
８
、８
９
４
番
４
、８
９
４
番
7

（
一
括
売
却
）

（
旧
池
田
第
一
中
学
校
校
舎
跡
地
）

【
地
目
】
雑
種
地

【
面
積
】
６
５
３
５
㎡　

現
況　

宅
地
４
６
６
４
㎡

　
　
　

山
林
１
８
７
１
㎡

【
最
低
売
却
価
格
】

５
７
４
０
万
円

【
応
募
資
格
者
】

三
好
市
お
よ
び
東
み
よ
し
町
（
旧

三
好
郡
）
に
法
人
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
を
置
く
、
社
会
福
祉
法
に

基
づ
く
社
会
福
祉
法
人
。

【
応
募
受
付
期
間
】

11
月
8
日
（
木
）
ま
で

※
詳
し
く
は
三
好
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
老
人
福
祉
施
設
等
用
地  

公

募
提
案
型
売
却
実
施
要
項
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
長
寿
・
障
害
福
祉
課

　

高
齢
福
祉
担
当　

　

☎ 

７
２-

７
６
１
２

　平成 24 年度インフルエンザの予防接種を実施い
たします。65 歳以上の方で三好市に住民票がある
方には予診票と案内文書などを 10 月末頃に発送し
ます。60 歳以上 65 歳未満の方で、次の対象者に
該当し、接種を希望する方は三好市保健センター
に必ず申し込みをしてください。
　接種を希望する方は、次のことに留意して接種
を受けてください。
対象者▼
① 65 歳以上の方（接種期間内に 65 歳に達する方
も、誕生日以降は接種を受けられます）
② 60 歳以上 65 歳未満の方であって、心臓、腎臓
または呼吸器の機能に自己の身近の日常生活活動
が極度に制限される程度の障害を有する方、およ
びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常
生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方

接種期間▼ 11 月 1 日（木）～ 12 月 20 日（木）
この期間を過ぎますと、全額自己負担になります。
接種回数▼ 1 回
接種場所▼三好市および東みよし町内の指定医療
機関（※県立三好病院で接種は受けられません）
接種時に持って行くもの▼予診票・通知書・健康
保険証・健康手帳（お持ちの方）・接種料金 2000
円（生活保護世帯は無料です）
お申し込み・お問い合わせ▼三好市健康づくり課

（三好市保健センター内 ☎ 72-6767）

■インフルエンザは、ウイルスの感染により突然
の高熱と全身のだるさ、筋肉痛などの全身症状が
現れることが特徴です。通常、高熱が数日持続し
1週間程度で回復しますが、合併
症を伴い重症になることもあり
ます。インフルエンザにかからな
いためには、流行前に予防接種を
受けることが、予防の基礎です。

インフルエンザ予防接種
実施について

■ 

医
療
機
関
か
ら
の
重
要
な
お
知
ら
せ
で
す

　

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者

の
擁
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関

す
る
法
律（
障
害
者
虐
待
防
止
法
）

が
、
平
成
24
年
10
月
1
日
よ
り
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

虐
待
は
、
障
害
を
持
つ
方
が
自

立
し
社
会
参
加
し
て
い
く
上
で
大

き
な
妨
げ
に
な
り
、
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
権
利
を
守
り
、
安
定

し
た
生
活
や
社
会
参
加
を
支
援
す

る
た
め
に
、
み
ん
な
で
虐
待
の
防

止
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
障
害
者
虐
待
は
、

　
次
の
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
身
体
的
虐
待
】
障
害
者
の
身
体

に
傷
や
痛
み
を
負
わ
せ
る
暴
行
を

加
え
た
り
、
正
当
な
理
由
が
な
く

身
動
き
が
取
れ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
。

【
性
的
虐
待
】
障
害
者
に
わ
い
せ

つ
な
行
為
を
し
た
り
、
さ
せ
た
り

す
る
こ
と
。

【
心
理
的
虐
待
】
暴
言
や
侮
辱
、

拒
絶
な
ど
に
よ
り
、
障
害
者
に
精

神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

【
ネ
グ
レ
ク
ト
】
日
常
生
活
の
世

話
や
介
護
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、
障

害
者
の
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ
と
。

【
経
済
的
虐
待
】
財
産
や
金
銭
を

不
当
に
使
っ
た
り
、
理
由
な
く
日

常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
与
え
な

い
こ
と
。

●
障
害
者
虐
待
を
発
見
し
た
人
は

　
速
や
か
に
通
報
す
る
こ
と
が

　
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
特
定
の
人
や
場
所
で
は
な
く
、

ど
こ
に
で
も
起
こ
り
ま
す
。

○
虐
待
し
て
い
る
人
に
、
虐
待
し

て
い
る
認
識
が
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
虐
待
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
と

認
識
で
き
ず
、
自
分
で
は
被
害
を

訴
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

「
あ
れ
っ
…
？  

虐
待
…
？
」

と
思
っ
た
ら
、
相
談
・
通
報
を

相
談
・
通
報
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
三
好
市
長
寿
・
障
害
福
祉
課

　
　

☎ 

７
２-

７
６
１
０

・
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

  

は
く
あ
い

　
　

☎ 

７
２-

２
２
５
１

・
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト 

や
ま
な
み

　
　

☎ 

７
９-

３
９
２
８

自
分
の
た
め
に
、
受
け
よ
う
検
診

婦
人
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

　　
み
な
さ
ん
の
ご
要
望
に
お
応
え

し
、
今
年
度
追
加
で
乳
が
ん
検
診

お
よ
び
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
実
施

し
ま
す
。
今
年
４
月
以
降
で
、
婦

人
が
ん
検
診
を
ま
だ
受
け
て
い
な

い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
受

診
く
だ
さ
い
。

●
検
診
日
程

【
12
月
2
日
（
日
）】

井
川
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー	

　

時
間
：
9
時
〜
15
時

　

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

【
12
月
11
日
（
火
）】

三
好
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

時
間
：
9
時
〜
15
時

　

乳
が
ん
検
診
の
み

【
12
月
13
日
（
木
）】

山
城
総
合
支
所

　

時
間
：
9
時
〜
11
時

　

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

三
野
総
合
支
所

　

時
間
：
13
時
30
分
〜
15
時

　

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

●
対
象
者

○
三
好
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
対

象
年
齢
の
女
性

　

平
成
25
年
3
月
31
日
で
の
年
齢

が
、子
宮
頸
が
ん
検
診
20
歳
以
上
、

乳
が
ん
検
診
40
歳
以
上
の
方
。

○
平
成
23
年
度
三
好
市
婦
人
が
ん

検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人

　

た
だ
し
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
の
方

は
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
対
象
者
と
は
、
平
成
24

年
４
月
１
日
現
在
、
次
の
年
齢
に

該
当
す
る
方
で
す
。

▽
子
宮
頸
が
ん
検
診
…
20
歳
・
25

歳
・
30
歳
・
35
歳
・
40
歳

▽
乳
が
ん
検
診
…
40
歳
・
45
歳
・

50
歳
・
55
歳
・
60
歳

●
そ
の
他

○
検
診
料
金

・
乳
が
ん
検
診
…
７
０
０
円

・
子
宮
頸
が
ん
検
診
…
５
０
０
円

　

た
だ
し
、市
民
税
非
課
税
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
、70
歳
以
上
の
方
、

ク
ー
ポ
ン
対
象
者
は
無
料
で
す
。

　

申
込
者
に
は
、事
前
に
受
診
券
、

問
診
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
三
好
市
健
康
づ
く
り
課

　

電
話 

７
２-

６
７
６
７

◉ 

障
害
者
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う

◉ 

市
有
地
財
産
の
売
却
に
つ
い
て

192

32

白
地
郵
便
局

交
番

白
地
小
学
校

あ
わ
の
抄

池田大
橋

三好橋
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三好市役所人権室  ☎72-7622

　
佐
野
有
美
さ
ん
は
１
９
９
０
年
、

先
天
性
四
肢
欠
損
症
で
生
ま
れ
、

あ
る
の
は
短
い
左
足
と
３
本
の
指

の
み
で
し
た
。
し
か
し
、
持
ち
前

の
根
性
と
努
力
で
懸
命
に
自
分
の

道
を
歩
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

多
く
の
人
に
歌
で
気
持
ち
を
伝
え

た
い
と
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
・
雑
誌

な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
、
多
方
面

か
ら
の
歌
や
講
演
依
頼
を
受
け
、

積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

22
歳
ま
で
歩
ん
だ
経
験
を
話
す

佐
野
さ
ん
の
表
情
の
奥
に
は
、
大

変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
、そ
れ
は
ず
っ

と
続
く
は
ず
な
の
に
、
ま
っ
た
く

障
が
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ

な
い
パ
ワ
ー
を
「
笑
顔
」
か
ら
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
周
囲
の

人
を
び
っ
く
り
さ
せ
る
だ
ろ
う
な

あ
と
、
想
像
は
大
き
な
期
待
感
に

変
わ
り
、
思
わ
ず
有
美
さ
ん
頑
張

れ
と
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
人
は
生
ま
れ
て
き
た
時
、
何
か

の
使
命
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
る
と

い
い
ま
す
が
、
佐
野
さ
ん
は
音
楽

を
通
じ
て
、
講
演
を
通
じ
て
、
人

に
勇
気
を
与
え
る
こ
と
を
使
命
と

し
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
命
感

を
感
じ
る
か
ら
こ
そ
幾
多
の
試
練

を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
ん

だ
な
あ
と
感
動
し
ま
し
た
。
人
生

は
あ
き
ら
め
た
ら
終
わ
り
、
生
ま

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
生
ま
れ
た
意

味
を
見
つ
け
る
た
め
に
も
、
何
事

に
も
日
々
努
力
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。　

　

三
好
市
で
は
毎
年
5
回
以
上
の

人
権
講
演
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
数
多
く
の
機
会

を
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の

方
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
講
演
会
参
加
者
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部

を
、
参
加
者
の
言
葉
そ
の
ま
ま
で

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

♪
介
護
介
護
で
疲
れ
き
っ
た
体
を

ふ
る
い
た
た
せ
て
講
演
を
聞
き
ま
し

た
。
認
知
症
が
進
み
つ
つ
あ
る
母

を
す
べ
て
受
け
入
れ
て
あ
げ
よ
う
。

感
謝
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
明
日
か
ら

の
介
護
に
頑
張
れ
る
力
と
勇
気
を

た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

♪
歌
が
心
に
響
き
ま
し
た
。
日
々

の
生
き
る
意
味
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
。

♪
素
晴
ら
し
い
講
演
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
親
に
は

恥
ず
か
し
く
て
「
あ
り
が
と
う
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
言
っ
た
こ
と

は
無
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
講
演
を

聞
い
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

　

平
成
25
年
度
4
月
か
ら
幼
稚
園

に
入
園
す
る
該
当
児
の
ご
家
庭

に
、
入
園
願
書
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。

　

幼
稚
園
は
、
義
務
教
育
お
よ
び

そ
の
後
の
教
育
の
基
礎
を
培
う
も

の
と
し
て
、
幼
児
を
保
育
し
、
幼

児
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
適

当
な
環
境
を
与
え
て
、
そ
の
心
身

の
発
達
を
助
長
す
る
た
め
の
施
設

で
す
。

入
園
該
当
児

【
3
歳
児
】

平
成
21
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
22
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
幼
児
（
へ
き

地
指
定
1
級
以
上
の
幼
稚
園
の
み
）

【
４
歳
児
】

平
成
20
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
21

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

【
５
歳
児
】

平
成
19
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
20

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

募
集
期
間

　

10
月
22
日（
月
）～
11
月
30
日（
金
）

応
募
方
法

　

入
園
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
に

入
園
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

通
常
の
幼
稚
園
教
育

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
、
概
ね
8

時
か
ら
13
時
30
分
ま
で
保
育
い
た

し
ま
す
。（
た
だ
し
園
に
よ
り
多

少
の
時
間
差
は
あ
り
ま
す
）毎
日
、

給
食
を
実
施
し
ま
す
。
保
育
料
は

月
額
５
千
円
で
、
保
育
料
の
他
に

給
食
費
な
ど
が
必
要
で
す
。

午
後
保
育
の
実
施

　

池
田
町
内
の
幼
稚
園
で
は
、
希

望
す
る
園
児
を
対
象
に
幼
稚
園
終

了
後
、
18
時
ま
で
の
保
育
を
実
施

し
ま
す
。
午
後
保
育
料
は
月
額

１
万
円
で
、
他
に
お
や
つ
代
が
必

要
で
す
。

夏
休
み
・
冬
休
み
の

預
か
り
保
育
の
実
施

　

池
田
町
内
の
幼
稚
園
で
は
、
希

望
す
る
園
児
を
対
象
に
、
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
、
18
時
ま
で
預
か
り

保
育
を
実
施
し
ま
す
。
8
月
の
預

か
り
保
育
料
は
月
額
１
万
５
千
円

で
す
。
ま
た
、
7
月
の
夏
休
み
と

12
月
・
1
月
の
冬
休
み
期
間
（
12

平
成
25
年
度 

幼
稚
園
入
園
募
集

幼稚園一覧表

園　名 所　在　地 電話番号 該当年齢

辻幼稚園 井川町辻 78-2086 満 4・5 歳児

西井川幼稚園 井川町西井川 78-2092 満 4・5 歳児

井内幼稚園 井川町井内東 78-2088 満 4・5 歳児

箸蔵幼稚園 池田町州津 72-4831 満 4・5 歳児

池田幼稚園 池田町ウヱノ 72-1015 満 4・5 歳児

白地幼稚園 池田町白地 74-0336 満 4・5 歳児

三縄幼稚園 池田町中西 74-0078 満 4・5 歳児

山城幼稚園 山城町大川持 86-1151 満 4・5 歳児

吾橋幼稚園 西祖谷山村
下吾橋 84-2533 満3・4・5歳児

※ 園児数少数（4 人以下）になった場合は保護者の同意を得て休園
する場合があります。（へき地指定１級以上の幼稚園を除く）

月
29
日
～
1
月
3
日
は
除
く
）
も
、

希
望
者
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
、

18
時
ま
で
預
か
り
保
育
を
実
施
し

ま
す
。
実
施
場
所
は
池
田
幼
稚
園

で
す
。　

　
た
だ
し
、  

学
年
始
休
業
日(

４

月
１
日
～
４
月
７
日
）・
学
年
末

休
業
日（
３
月
25
日
～
３
月
31
日
）

は
、
休
園
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

　

市
内
の
希
望
す
る
幼
稚
園
に
入

園
で
き
ま
す
が
、送
迎
が
必
要
で
す
。

　
年
度
途
中
は
特
別
な
理
由
が
な

い
限
り
他
の
園
へ
異
動
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
小
学
校
の
通
学
区

は
従
来
ど
お
り
で
す
の
で
、
卒
園

後
は
居
住
地
の
小
学
校
へ
入
学
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課

　
　
　
　
（
☎
７
２-

３
５
５
５
）

　

ま
た
は
各
幼
稚
園

　

藤
村
さ
ん
は
若
い
こ
ろ
は
和

裁
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
お
り
、

現
在
は
ご
家
族
と
一
緒
に
自
宅

で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
か

ら
昼
過
ぎ
ま
で
、
新
聞
を
じ
っ

く
り
読
む
こ
と
が
日
課
で
、
テ

レ
ビ
も
娯
楽
番
組
な
ど
を
よ
く

見
て
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
日
は
県
や
市
か
ら
も
祝

い
状
な
ど
が
贈
ら
れ
、「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
清
々
し

い
笑
顔
で
お
礼
を
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

藤
村 

シ
ゲ
子
さ
ん

（
池
田
町
中
西
）

9/11
祝 

百
歳
到
達

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　　　ＣＤシングル「歩き続けよう」より
歩きたい　走りたい　２本の足で
手をつなぎたい　抱きつきたい　２本の手で
誰もがやってる簡単なことだよね
なんでもないことなのに　わたしにはできない
だけど　信じてもいいよねえ
頑張っている人には
いつか幸せが訪れるときが
必ずくるって
心と一緒に歩き続ける
魂を込めて歩き続ける
わたしがんばるから
みんなもあきらめないで
歩き続けよう　

言
葉
が
ど
れ
だ
け
大
事
な
の
か
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

♪
学
校
の
教
員
を
し
て
い
ま
す

が
、
生
徒
に
伝
え
た
い
言
葉
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
自

身
も
明
日
か
ら
ま
た
頑
張
る
力
を

も
ら
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

♪
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

こ
の
経
験
は
一
生
の
宝
物
で
す
。

♪
大
変
内
容
の
あ
る
講
演
だ
っ

た
と
思
う
。
も
っ
と
多
く
の
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
の
方
に
聞
か
せ

た
い
な
あ
と
思
っ
た
。
産
ん
で
く

れ
て
生
か
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と

に
改
め
て
感
謝
し
た
い
や
さ
し
く

な
り
た
い
と
思
う
。
人
権
に
つ
い

て
も
っ
と
深
く
考
え
一
歩
踏
み
出

さ
な
け
れ
ば
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
講
演
会
で
し
た
。

♪
前
向
き
で
明
る
い
佐
野
さ
ん

に
感
動
し
ま
し
た
。
人
の
役
に
立

つ
こ
と
は
誰
に
で
も
出
来
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
佐
野
さ
ん
は

す
ご
い
方
だ
と
思
い
ま
す
。
素
晴

ら
し
い
講
演
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

♪
今
ま
で
自
分
の
考
え
が
本
当

に
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
講
演

を
聞
き
勇
気
・
元
気
を
も
ら
っ
た

気
が
し
た
。
ぜ
ひ
中
高
校
生
に
も

聞
か
せ
て
あ
げ
た
い
。

三好市人権講演会を開催しました
9月 9日（日）

佐野 有美さん
（車椅子のアーティスト）
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中央図書館
［一般書］■家族が認知症になったとき本当に役立つ本
／杉山孝博 ■子育てハッピーアドバイスようこそ初孫
の巻／明橋大二 ■自分の財産／曽野綾子［児童書］■
よるの美容院／市川朔久子 ■見る乗る学ぶ！鉄道を楽
しむ本／塩谷雅彦 ■ねえ、おはなしきかせて／原京子
［絵本］■みょうがやど／川端誠 ■いちにちおばけ／
ふくべあきひろ ■トンネルをほる／ライアン・アン・
ハンター

井川図書館
［一般書］■虚像の道化師／東野圭吾 ■生姜力 続／石原結
實 ■農力検定テキスト／金子美登 ［児童書］■いぬのおし
りのだいじけん／ビーター・ベントリー ■ばけばけばけば
けばけたくん／岩田明子 ■ふとんちゃん／きむらよしお

新着図書の紹介

Books

［一般書］中央図書館

烈しい生と美しい死を
著者：瀬戸内寂聴 
その昔、女の離婚は罪の匂いがした。
90 歳を迎えた著者が、岡本かの子、
伊藤野枝らが 熱く烈しく生きた道に、
自らの波瀾万丈の人生と重ねて渾身の
筆で描き出す 100 年の女性讃歌。

■ 11 月の行事予定

・おはなし会［中央図書館］

　　日時：毎週土曜日　11 時〜 11 時 30 分

・おはなしひろば［井川図書館］

　　日時：毎週土曜日　10 時 30 分〜 11 時

■ 11 月の休館日

中央図書館　毎週水曜日

井川図書館　毎週火曜日

■ 巡回配本日程（11 月）

   1 日   三野 - 芝生小（低学年）- 王地小

   2 日   池田 - 萩田商店前　三野 - 芝生小（高学年）

　 4 日　池田 - 川崎小 - 旧大利郵便局前　山城 - 山城小

   5 日   池田 - 三縄駅前 - 三縄幼 - 三縄小

　 9 日　山城 - 政友小 - 大野小

　11 日　東祖谷 - 祖谷歴史館 - 東祖谷保育所 - 東祖谷小

　12 日　西祖谷 - 檪生小　 山城 - 下名小 - 山城荘前

　15 日   池田 - 箸蔵幼 - 箸蔵小

　16 日   井川 - 井内小 - 西井川小

　18 日　池田 - 馬路小 - 白地小

・市内の方ならどなたでもご利用いただけます。

・都合により巡回日・時間等が変更になる場合がござ

います。ご利用になられる方は、三好市中央図書館（☎

72-2781）までお問い合わせください。

■館内展示のご案内［井川図書館］

秋におすすめの読書コーナーを展示しています。

中央 ☎72-2781　　井川 ☎78-4311

［児童書］井川図書館
ぼくのしっぽはどれ？
著者：ミスター＆アプリ
しっぽは動物にとって大切なもの。
でも、カエルにしっぽがあることで子
どもあつかいされて、みんなしっぽを
とっちゃった…。

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館まで
お問い合わせください。

Sports
いけだスポーツクラブ 11 月教室開設日

11月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！

①氏名（ふりがな） ②性別 ③誕生月での年齢 ④生年月日⑤保護者氏名 ⑥住所 ⑦電話番号 ⑧簡単なコメント（30 字程度。文字数が多い場
合は一部修正することがあります）⑨ケーブルテレビへの情報提供の可否、を書いた用紙と写真（写真の裏に氏名記入）を三好市秘書広報
課までお送りください。11 月号の締切は 10 月 20 日です。★ あかちゃん紹介（HAPPY BIRTHDAY）がケーブルテレビで放送されています。
ケーブルテレビへの情報提供にご協力をお願いします。★ 写真はトリミングします。また写真は返却できませんので、ご了承ください。
★ デジカメ等の場合は、データを秘書広報課まで直接お持ちになるか、Ｅメール（koho@city.tokushima-miyoshi.lg.jp）でお送りください。

川人 蒼
あ お ば

葉 ちゃん

１歳おめでとう♡いつも
ニコニコ、これからも元
気で大きく育ってね！

池田 1才

大西 愛
あ み

美 ちゃん

１歳のお誕生日おめで
とう！！やさしい女の
子になってね♥♥♥

井川 1才

寺野 優
ゆうすけ

輔 ちゃん

元気いっぱい優くん。
これからも歌や踊りで
周りを楽しませてね！

三野 2才

吉本 瑠
る か

香 ちゃん

我が家の癒しの瑠香ちゃ
ん！これからも、元気で優
しい女の子に育ってね☆

三野 2才

増原 唯
ゆ づ き

月 ちゃん

いつも元気なゆづちゃ
ん。これからも歌って
踊って大きくなってね☆

池田 2才

華岡 大
た い が

虎 ちゃん

僕の名前は大きな虎って
書くけど優しい男の子♡
華岡大虎です！！

山城 2才

藤本 悠
は る と

大 ちゃん

3歳おめでとう！歌が大
好きなはっくん♪これ
からも元気に育ってね。

池田 3才

古畠 奈
な な み

菜未 ちゃん

おっとりななみ★これ
からも元気に大きく
なってね♪

池田 3才

橋岡 悠
ゆ う と

人 ちゃん

３歳おめでとう！いつ
も明るく、元気なゆう
ちゃんが大好きだよ♡

井川 3才

津川 栞
か り ん

凛 ちゃん 

いつもお手伝いしてく
れてありがとう。これ
からもよろしくね。

井川 3才

松島 寧
ね ね

音 ちゃん 

いつも元気 100 倍ネネ
ちゃん。これからも元気
に大きくなってね。

東祖谷 3才

立花 駈
かける

 ちゃん

2 歳おめでとう！これか
らも元気で大きくなっ
てね。

池田 2才

藤本 育
い く み

未 ちゃん

１歳おめでとう。これか
らも元気で大きくなっ
てね。

池田 1才

10 月

噛
ん
で
食
べ
れ
ば
、

い
い
こ
と
た
く
さ
ん
！
！　

　

実
り
の
秋
、

食
べ
物
が
美
味

し
い
季
節
で
す
。

せ
っ
か
く
の
美

味
し
い
食
事
も

急
い
で
食
べ
て

し
ま
っ
て
は
、
健
康
の
妨
げ
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
秋
、｢

噛
ん
で
食

べ
れ
ば
、
い
い
こ
と
た
く
さ
ん｣

◎
食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ

◎
消
化
に
よ
い

◎
大
脳
が
活
発
に
な
る

◎
歯
、
口
の
元
気
を
応
援

◎
味
覚
が
豊
か
に
な
る

◎
言
葉
の
発
音
が
は
っ
き
り

◎
表
情
も
豊
か
に
な
る　

な
ど

多
く
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
材
の
活
用
（
食
物

繊
維
が
多
く
、
弾
力
性
に
富
ん

だ
も
の
）
や
調
理
法
の
工
夫
（
大

き
め
に
切
る
、
加
熱
時
間
を
短

く
す
る
な
ど
）
も
大
切
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
い
け
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
７
２-

５
７
５
５
）

藤田 幸
こ う た ろ う

太郎 ちゃん

いつも癒し系の笑顔を
ありがとう。これから
も元気で大きくあれ！

三野 1才

食
欲
の
秋
到
来

　
　
〜 

一口
メ
モ 

〜

馬場 瑞
み ず き

希 ちゃん

みずくん２歳おめでと
う！たくさん食べて、
いっぱいあそんでね♡

山城 2才

お問い合わせ先
　いけだスポーツクラブ
　（電話 72-5755）

☆場所はすべて池田総合体育館。
ただし、社交ダンスは保健セン
ターで、グランドゴルフ・ヒーロー
養成野球は吉野川運動公園です。
ご興味のある方はお問い合わせ
ください。
☆都合で曜日や時間が変更にな
る場合がございます。

教 室 名 開 設 日
グランドゴルフサークル 毎週 月・水・金
キッズ＆ジュニアスポーツプログラム

Jrバレーボール 5・12・19
ヒーロー養成 バレー 1・8・15
ヒーロー養成 野球 3・10・17・24
キッズサッカー＆フットサル 3・10・17・24
Ｊｒ．ハンドボール 6・13
カワイげんきアップ体操 4・18・24

史跡巡りウオーキング 14 （東みよし町・山城）

教 室 名 開 設 日
ヨーガ月曜コース 5・12・19
ヨーガ木曜コース 1・15
肩こり予防＆リフレッシュ体操 お休み
フィットネスプログラム
ビギナーズ /トータル 12

社交ダンス 10・24
障害者フライングディスク 8
レッツ体力づくり 14
さわやかママさん体操教室

※時間が変わりました
8・22

（14 時〜16 時）

スポーツの秋　一緒にスポーツを楽しみませんか♪
いけだスポーツクラブでは、まだまだ会員募集中☆
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まちかどフォトニュース
おもしろいこと、珍しいもの、どんなことでもいいので耳よりな情報をお知らせください。

　三好市 秘書広報課  ☎ 72-7646

新たな保育所の完成を祝う
　東祖谷地区の二つの保育所を統合した「東
祖谷保育所」の開所式が 9月４日に行われ、
市関係者や入所児・保護者らが出席しました。
はじめに除幕式が行われたあと開所宣言があ
り、新しい保育所の出発を祝いました。
　東祖谷保育所は、「こども一人一人を大切
にし保護者からも信頼され地域のニーズに応
じた保育所」、「健康で安全な環境をつくりこ
どもの生理的な欲求を満たす保育所」を運営
方針に保育を実施。定員 20 人、入所年齢は
概ね５か月から、開所時間は月曜から土曜日
の 7時 30 分から 18時までとなっています。

三縄小学校で交通安全教室

　9月 12 日、秋の交通安全週間に先
駆けて、三縄小学校で児童や幼稚園
児を対象に交通安全教室が開催され
ました。
　三好警察署からは、子どもたちに
「道路で遊ばない、道路に飛び出さ
ない、信号を守ること」の 3つの約
束を守るよう呼びかけました。また、
子どもたちは、白バイやパトカーの
役割について説明を受けた後、実際
に白バイやパトカーの乗車体験も行
い、交通安全の知識を深めました。

親子で楽しむ子育てイベント

　三好市はぐくみクラブによる子育
て支援イベントが9月 25日に池田総
合体育館で開催され、保育所や幼稚園
に通っていない子どもたちと保護者
ら約150人が参加しました。
　この日は、風船を使った遊びや「人
形劇ねこじゃらし」の公演が行われ、
かわいい動物たちが登場する楽しい
お話や手遊びに、会場は笑い声と笑顔
でいっぱいになりました。帰りには、
風船で作った動物や剣のプレゼント
もあり、子どもたちは大喜びでした。

これからもスポーツで地域交流

　今年で 31回目を迎えた池田博愛会
の球技大会が、9月 2日、三好高校
で開催されました。博愛会のマスコッ
トキャラクター「ハットくん」によ
る始球式の後、ソフトボール 13チー
ムとソフトバレーボール 18チームが
熱戦を繰り広げました。地域の方と
の交流や親睦を深めようと毎年行わ
れているこの大会。新しい第 1回を
さらに続けていこうと、熱意のこもっ
たプレーや笑顔溢れる試合が行われ、
参加者は心地よい汗を流しました。

おかえりなさい 三好市観光大使 北山たけしさん

　9月 21 日、祖谷平家まつりプレイベント「郷土芸能祭」
が池田総合体育館で開催され、約 1,000 人の観客でにぎわい
ました。ステージでは琵琶の演奏、地元保存会による郷土芸
能や民謡、いけだ阿波おどり観光連による阿波踊りなどが披
露され、後半には、この春より三好市観光大使を務める北山
たけしさんが 9月 19 日に発売した新曲「雨の裏町」や三好
市ゆかりの「剣山」など約 12曲を熱唱しました。会場は帰っ
てきた観光大使の美声に酔いしれました。

フランス人芸術家ロべラスさん迎え 実技研修会
　黒沢湿原でストーンアート作品を制作中のフランス人芸術
家オスカー・ロべラスさんを迎え、三好郡市の小中学校教育
研究会図工・美術部会による合同実技研修会が三好教育セン
ターで開催されました。午後からは諏訪公園で、自分の心に
留まった木々や風景などをスケッチする実技講習も行われ、
参加した教員らは、ロべラスさんによる技術指導に熱心に耳
を傾けながら作品を仕上げ、指導力の向上を図るとともに芸
術を通じた異文化交流を深める貴重な研修となったようです。

食材を命と捉えて 佐藤初女さん講演会

　心と体をむすぶ食をテーマに、佐藤初女さん（90
歳）による講演会が 9月22日、三好保健センター
で開催されました。講演では、「食材の一つ一つには、
皆かけがえのない命が宿っており、命を頂いて生き
ている私たちは食材を命として捉えて、その命を生か
すように調理することが大切。また一緒に食べること
が子どもたちの教育にもいい」と語られました。その
後、おむすび実習も開催され、参加者は佐藤先生
の作るおむすびを参考に、食材一つ一つを大切にし
ながら、感謝の心を込めておむすびを作りました。

細田選手 記念碑を前に新たな決意
　ロンドン五輪のトライアスロン競技に出場した細田
雄一選手の功績をたたえる記念碑の除幕式が9月 21
日、池田総合体育館で行われ、細田選手は記念碑を設
置した後援会員らを前に「ロンドンで選手としてはひ
と段落しようと考えていましたが、１か月間ゆっくり
考えてこのままでは終われないという気持ちがふつふ
つと湧いてきました。メダルを目標に次のオリンピッ
クまで4年間走り続けようと決意しました。温かく
見守っていただければ幸いです」と決意を述べました。
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ての許可が必要となっています。
　自宅や職場に、電話でシカゴの大
豆取引の執拗な勧誘を受ける場合な
どは、無許可業者である可能性が高
いので、契約・取引はもとより話し
合いに応じたりしないように十分に
注意してください。
　なお、無許可業者に関する相談は、
下記農林水産省の相談窓口や三好市
商工政策課にお寄せください。
お問い合わせ先▼農林水産省食
料 産 業 局 食 品 取 引 グ ル ー プ（ ☎
03-3501-6730）、三好市商工政策課

（☎ 72-7645）

秋季全国火災予防運動
期間▼ 11 月 9 日〜 11 月 15 日
全国統一防火標語▼
消すまでは 出ない行かない 離れない
住宅防火いのちを守る7つのポイント

【3 つの習慣】・寝たばこは絶対にし
ない・ストーブは燃えやすいものか
ら離して使用する・ガスコンロから
離れる時は、必ず火を消す

【4 つの対策】・逃げ遅れを防ぐため
に住宅用火災警報器を設置する・寝
具、衣頬、カーテンは防炎品を使用
する・火災を小さいうちに消すため
に消火器などを設置する・お年寄り
や体の不自由な人を守るために、近
隣所の協力体制をつくる
　不明な点があれば、下記消防署ま
でお問い合せください。
お問い合わせ先▼みよし広域連合消
防本部（☎ 76-5119）、池田消防署（☎
72-0177）、東消防署（☎ 79-2195）、
西消防署（☎ 86-1119）、祖谷分署（☎
88-5551）

11 月 1 日は
とくしま教育の日 

　「とくしま教育の日」とは、県民
の皆さんが教育について考え、理解
を深めていただく日です。
　徳島県では、教育の充実と発展
の契機となるよう､ 県条例により、
11 月 1 日を「とくしま教育の日」
と定めています。
　市内幼稚園・小学校・中学校では、

「とくしま教育の日」を中心とした
時期に行事などを開催し参画してい
ます。保護者や地域の皆様方などの
参加型事業として開催される学校も
あります。
　みんなで「教育」について考えて
みませんか。

【とくしま教育の日 標語】
はぐくみの心が拓く　未来とくしま
お問い合わせ先▼三好市教育委員会
学校教育課（☎ 72-3555）

商品先物取引法に係る
無許可業者について

　一般消費者を相手として、商品先
物取引を業として行う場合には、商
品先物取引法に基づく許可が必要で
す。許可を受けていない「無許可業
者」と取引を行わないよう十分にご
注意ください。
　委託者などの保護をさらに図るた
め、平成 23 年 1 月 1 日に商品先物
取引法が改正され、国内商品市場取
引に加え、外国商品市場取引、店頭
商品デリバティブ取引を業として行
う方は、「商品先物取引業者」とし

みよし広域連合 
法律相談

相談日▼第1・3金曜日（祝祭日除く）
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

三好市社協 法律相談
日時▼ 11 月 2 日　13 時～ 16 時
弁護士▼大西聡氏
場所・予約お申し込み先▼三野支所

（☎ 77-2882）
※秘密厳守・料金無料。予約制。

三好市社協 一般相談
相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
毎週火曜日  井川老人福祉センター
毎週水曜日  社協本所・池田支所 
11 月 8 日　東祖谷 祖谷の歴史館
11 月 15 日　社協三野支所（要予約） 
11 月 15 日   社協西祖谷支所  
11 月 21 日　山城総合支所
時間▼
本所・三野 13 時～ 16 時、
井川 10 時〜 12 時、
山城・西祖谷・東祖谷 13 時〜 15 時
一般相談は各支所で常時受付けてい
ますので、お気軽にご相談ください。
お電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
社協本所・池田支所（☎ 72-5885）
社協三野支所（☎ 77-2882）
社協山城支所（☎ 86-2434）
社協井川支所（☎ 78-3140）
社協東祖谷支所（☎ 88-2688）
社協西祖谷支所（☎ 87-2088）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

三好市行政相談
相談日・相談場所▼
11 月 2 日　井川総合支所
11 月 7 日   東祖谷 祖谷の歴史館
11 月 8 日　三好市役所

   西祖谷総合支所
11 月 20 日　三野公民館
11 月 21 日　山城総合支所　
時間▼ 13 時～ 15 時
 （西祖谷のみ 10 時～ 12 時）
お問い合わせ先▼三好市総務課（☎
72-7600）、各総合支所

消費者トラブル
相談窓口

　安心安全な消費生活を送るために
困ったこと、不審なことがあれば、
ご相談ください。相談料は無料で、
秘密は厳守いたします。
相談内容▼訪問販売や電話勧誘販売
での契約トラブル・多重債務（借金
で悩んでいる）など。　
日時▼月～金曜　9 時～ 17 時
お問い合わせ先▼三好市商工政策課

（☎ 72-7645）

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日
出張労働相談▼第 3 木曜日
ニート支援出張相談▼第 4 金曜日
いずれも予約が必要です。
一般相談▼火～土曜日（10時～17時）
ご予約・お問い合わせ先▼
徳島西部ライフサポートセンター

（☎ 72-8611）

特設行政相談所を開設します
　10 月 15 日から 21 日までは「行
政相談週間」です。
　行政相談週間は、行政相談制度を
広く国民の皆さんにお知らせして利
用していただくために、総務省が全
国一斉に実施しているものです。
　三好市でも、行政相談制度を広く
周知するとともに、利用促進のため
次のとおり特設行政相談所を開設し
ます。
　役所の仕事について、「苦情があ
る、困っている、こうしてほしい」、

「役所の説明や措置に納得がいかな
い」、「どこに相談してよいか分から
ない」、「制度や仕組みが分からない」
など、お気軽にご相談ください。相
談は無料で、秘密は固く守られます。
日時▼ 10 月 26 日　14 時～ 16 時
相談場所▼三好市役所 3 階第 1 会
議室
相談員▼弁護士・社会保険労務士・
行政相談委員
※法律相談については、相談者が多
数の場合は、16 時以前に受付を終
わらせていただくことがあります。
お問い合わせ先▼三好市総務課（☎
72-7600）、各総合支所

人権相談
相談日・相談場所▼
11 月 08 日   三好市役所
11 月 14 日   老人福祉センター（西祖谷）
11 月 20 日　三野公民館
11 月 21 日   山城総合支所
時間▼ 13 時〜 15 時
お問い合わせ先▼三好市市民課人権
室（☎ 72-7622）

「法の日」週間における
無料法律相談

日時▼ 10 月 31 日　9 時 30 分～ 
15 時 30 分（要予約）
場所▼徳島地方・家庭裁判所
相談内容▼法律一般で、弁護士が担
当します。一人およそ 30 分
申込方法▼予約制とさせていただき
ます。平日 9 時〜 17 時までに電話
でお申し込みください。定員になり
次第、締め切ります。
定員▼定員 60 人（午前 30 人、午
後 30 人とする）
お問い合わせ先▼徳島地方・家庭裁
判所総務課（☎ 088-603-0111）

西部こども女性相談センターの
電話番号が変わります

　11 月 1 日から、徳島県西部こど
も女性相談センターの児童相談の電
話番号とファックス番号（共通）が
変更になります。皆様にはご迷惑を
おかけしますが、どうぞよろしくお
願いいたします。
　なお、女性支援の電話番号（☎
0883-56-2109）については、今ま
で通り、利用できます。
11月1日からの児童相談先▼
電話　0883-53-3110
FAX　0883-53-9110
お問い合わせ先▼徳島県西部こども
女性相談センター西部総合県民局
美馬保健所庁舎内（10 月 31 日ま
での児童相談先☎ 0883-55-3323、
FAX0883-55-3326）

相 談そ の 他
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市営墓地追加募集のご案内
　池田第三墓地および馬路東墓地の
追加募集を行いますので、次により
申請を受付いたします。

【池田第三墓地】
場所：池田町クヤウジ
永代使用料：392,000 円
管理料（10 年間）：20,000 円
募集区画：11 区画

【馬路東墓地】
場所：池田町馬路西岡
永代使用料：444,400 円
管理料（10 年間）：20,000 円
募集区画：7 区画
申請資格▼現在、三好市に住所を有
し平成 24 年 4 月 1 日以前から住民
登録をしている方。または、三好市
に本籍がある方。
申請受付期間▼ 10 月 15 日〜 11 月
2 日（土・日曜日を除く）
※郵送の場合は当日消印有効
申請に必要な書類▼市営墓地使用許
可申請書（環境課にあります）・申請
者の住民票の謄本（本籍地記載のある
世帯全員のもの）・申請者の戸籍謄本
募集の優先順位▼①自宅で遺骨を安
置している方②寺院等に遺骨を預け
ている方③親類等の墓地に遺骨を一
時納骨している方④その他、市営墓
地を希望される方。
墓地の選考方法▼書類選考で、資格
および優先順位の区分により決定し
ます。申請者が多数の場合は、抽選
により決定します。
使用場所の制限▼墓地の使用は１世
帯につき１区画６平方メートルとし
ます。第 1 回目で当選された方は

今回の応募はできません。
お申し込み・お問い合わせ先▼三好
市環境課（☎ 72-3436）

耐震診断をしませんか
　三好市では、発生する確率が高い
と予測される南海地震への対策とし
て、市内の木造住宅の耐震診断を実
施しています。地震被害を少なくす
るためにも既存住宅の耐震化が重要
であり、その第一歩は耐震診断です。
　診断を希望する住宅の所有者は、
指定の診断申込書によりお申し込み
ください。対象住宅の要件により耐
震診断を実施します。
募集戸数▼ 50 戸
自己負担金▼ 3,000 円
対象となる木造住宅▼三好市に存す
る木造住宅で次の要件を満たすもの
・昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工
された建物で、地階を除く階数が 3
以下の建物
・徳島県木造住宅耐震診断、耐震改
修マニュアルに記載されている耐震
診断対象建築物
　詳しくは下記までお問い合わせく
ださい。
お申し込み・お問い合わせ先▼三好
市管理課（☎ 72-7681）

地元産そばを後世に
そばづくりボランティア募集

　現在三好市では、過疎・高齢化な
どにより「地元産そば」の生産量が
減少し、このままでは、市の特産物
である「地元産そば」が、充分に供
給できない状況です。このような状
況を踏まえて、本年度から三好市の

　

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

そばづくりを推進するため、「そば」
づくり協議会を設立するとともに、
徳島県の「とくしま農山漁村（ふる
さと）応援し隊事業」を活用し、社
会貢献などに前向きな企業・大学な
どの支援をお願いしています。
　つきましては、三好市民の方で農
業に興味を持たれて、そばづくりに
協力していただける方を募集します。
お問い合せ先▼三好市農業振興課

（☎ 72-7617）

JICA 海外ボランティア
参加者募集

　派遣期間は原則 2 年間で、在職
中の方が参加される場合は、勤務先
に人件費などを補てんする制度もあ
ります。
募集期間▼ 11月5日まで（消印有効）
対象▼青年海外協力隊：満 20 ～
39 歳（平成 24 年 11 月 5 日時点）
シニア海外ボランティア：満 40 ～
69 歳（平成 24 年 11 月 5 日時点）
いずれも日本国籍を持つ方。

【体験談＆説明会】
日時▼10月17 日（水）18 時 30 分〜
10 月 28 日（日）14 時〜
場所▼ TOPIA（徳島県国際交流協会）
JR 徳島駅クレメントプラザ 6 階
お問い合わせ先▼独立行政法人
国際協力機構 JICA 四国支部（☎
087-821-8824）

西部テクノスクール訓練生募集
募集訓練科▼事務科
定員▼ 15 名
訓練期間▼平成 24 年 11 月 21 日〜
平成 25 年 2 月 20 日（土・日・祝

お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　但し、火・水曜の22時以降は当直医が初期対応。
毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

11月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

0120-3444-69
フリーダイヤル み　よ　し　市　　無　休

徳島こども救急電話相談
受診した方が良いのか、様子をみても大丈夫なのか、
看護師や小児科医が電話でアドバイスをします。

みよし市健康相談
医師等が24時間・年中無休で健康・医療等のご相談に
応じ、無料でアドバイスをします。

つながらない場合は ☎088-621-2365

健康・医療に関するご相談は

＃8000プッシュ回線の固定電話や
携帯電話からは局番無しの  

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）

（18時～翌朝8時）

三木病院 三野 ☎77-3900

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

1日
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3日

4日

5日
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21日
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24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）
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（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）
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（金）

（土）
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（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三木病院 三野 ☎77-3900

三木病院 三野 ☎77-3900

宮佐医院 池田 ☎72-0149

北條病院 池田 ☎72-0007

北條病院 池田 ☎72-0007

川原医院 三加茂 ☎82-2009

山城診療所 山城 ☎86-3230

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

岸野医院 三野 ☎77-2001

上田医院 三好 ☎79-2004

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

田岡医院 池田 ☎72-5551

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

三野田中病院 三野 ☎77-2300

山下医院 三好 ☎79-2005

村山内科 池田 ☎72-2110

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

郷外科内科 池田 ☎74-5779　

北條病院 池田 ☎72-0007

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

日を除く 3 か月間）
実施場所▼（有）プロポーザル　
美馬市脇町大字脇町 504
申込期間▼ 10 月 30 日まで
対象▼離職・転職される方で、公共
職業安定所長から受講指示または受
講推薦を受けた方
受講料▼無料（教材費約 1 万円な
どは自己負担）
お申し込み先▼公共職業安定所
お問い合わせ先▼西部テクノスクー
ル（☎ 0883-62-3067）

求職者支援法に基づく
職業訓練生募集

　パソコンを中心とした事務スキル
を習得し、就職を勝ち取ろう。
訓練期間▼平成 24 年 12 月 10 日
〜平成 25 年 4 月 9 日
訓練時間▼ 9 時～ 15 時 50 分（土・
日曜・祝日休み）
募集定員▼ 20 名
受講料▼無料（テキスト代 9,660 円、
その他職場見学交通費は受講者負担）
訓練実施機関▼パソコンスクール
M’s（東みよし町足代）
申込受付期間▼ 11 月 9 日まで
お問い合わせ先▼ハローワーク三好

（☎ 72-1221）

火葬許可証の発行時間が
変更になりました

　10 月 1 日（月）より、市役所本
庁での死亡届に関する火葬許可証の
発行時間が下記の通り変更になって
おります。
発行可能時間▼ 8 時 30 分～ 21 時
※戸籍の届出については従来通り
24 時間受付いたします（夜間・休
日等執務時間外は当直での預かりと
なります）が、火葬許可証について
は、21 時以降の届出受付の場合は
翌日の 8 時 30 分より市民課（閉庁
日の場合は当直）で発行いたします。
お問い合せ先▼三好市市民課（☎
72-7609）

暮 ら し

孤立可能性集落の里道
現況調査を実施します

　西部総合県民局では孤立化対策と
して、大規模災害発生時に孤立する
おそれのある集落において、徒歩に
よる避難や外部からの救助救援が可
能な里道（赤線）の現況調査を実施
します。調査にあたっては、対象地
区の市民の皆様への調査会社からの
聞き取りや里道への立ち入り・通行
を行うこととなり、ご迷惑をおかけ
いたしますが、ご理解とご協力をお
願いいたします。
調査予定期間▼平成 24 年 10 月～
平成 25 年 3 月
現地調査の内容▼市民の方への里道
ルートの聞き取り・徒歩による里道
ルート調査・荒廃状況調査および写
真撮影・その他
お問い合わせ先▼徳島県西部総合県
民局（三好）県土整備部企画担当（☎
76-0602）

納め忘れはありませんか
　10 月 31 日は、国保税 4 期と市
民税 3 期の納期限です。みなさん
の暮らしを支える大切な税です。納
期内の納付をお願いします。
お問い合わせ先▼三好市税務課（☎
72-7614・7615）

浄化槽法定検査のお知らせ
　浄化槽を設置されている方は、1
年に 1 回、浄化槽の水質に関する
検査（法定検査）を受けなければな
らないと浄化槽法に規定されてお
り、業者が行う保守点検・清掃とは
別に受けなければいけません。
　次の期間、徳島県知事指定検査機
関である、（公社）徳島県環境技術
センターから対象施設には申込書を
送付し、連絡・訪問しますので、ご
協力をお願いします。
期間▼ 11 月 5 日～ 11 月 16 日
対象地区▼三好市全域
お問い合わせ先▼（公社）徳島県環
境技術センター（☎ 088-636-1234）

広告を掲載しませんか？「市報みよし」は毎月約 15,000 部が市内全域に配布されています。ぜひ、会社やお店の宣伝に
ご活用ください。詳しくは三好市秘書広報課（☎ 72-7646）までお問い合わせになるか、三好市ホームページをご覧ください。

募 集

真心でご奉仕致します。
35年の実績と信頼

東みよし町中庄6-4・JR江口駅東すぐ

☎ 8 2 - 1 4 8 3

墓石の

イ    シ   ヤ  サン
病気の予防と早期発見を。
　　各種検査・検診受付中です!

婦人科検診・ワクチン接種できます。
 診察日：月曜日午前、水曜日午前・午後、金曜日午前
 子宮頸がんは、予防できる時代です。
 ぜひ検診とワクチン接種を受けましょう!!
MRI 検査・CT検査・胃カメラ（鼻から）できます
乳がん検診・人間ドック・企業健診一般健診
禁煙外来・血液サラサラ検査・各種検査
　　　　　　　　　病気を予防、早期発見を!!

TEL 0883-82-3700（代）
http://www.mikamotanakahp.ecnet.jp/

日本医療機能評価機構認定病院
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第 19 回黒沢湿原まつり
日 時 ▼ 10 月 21（ 日 ）10 時 〜 15
時　雨天決行
場所▼黒沢湿原一帯（池田町漆川）
内容▼ビンゴゲーム、カラオケ大会、
宝さがし、田植え踊り、もち投げ、
各種バザーなど
お問い合わせ先▼むらおこし in 黒
沢（大西☎ 74-5748）

人形浄瑠璃街道
魅力発信シンポジウム

　 「交流と連携が創る関西人形浄瑠
璃の未来」をテーマに、第 27 回国
民文化祭・とくしま 2012 のイベン
トとして、「人形浄瑠璃街道」魅力
発信シンポジウムを開催します。
　関西で発祥・発展し全国に拡がっ
た人形浄瑠璃について、河内厚朗氏
による基調講演のほか、パネルディ
スカッションでは、徳島県三好市に
ゆかりの深いアレックス・カー氏、
ナニワのカリスマ添乗員こと平田進
也氏、文楽人形遣いで人間国宝の父
を持つ女優の三林京子氏らをパネリ

　　

　過去 10 年以内の保険料を納めて
いただくことで、将来の年金額を増
やしたり、年金の受給権につなげる
ことができるようになります。
　ただし、既に老齢基礎年金の受給
権をお持ちの方は、納めることがで
きませんので、ご注意願います。
　なお、後納保険料を納付するため
には事前にお申し込みいただき審査
させていただくことになります。審
査の結果、後納制度による納付をご
利用いただけない場合があります。
　詳しくは、「国民年金保険料専用
ダイヤル」またはお近くの年金事務
所へお問い合わせください。
お問い合わせ先▼
国民年金保険料専用ダイヤル（☎
0570-011-050）、阿波半田年金事務
所（☎ 0883-64-3128）
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 三好市の人口

　男  性   14,255 人
（ + 4 人） 

　女  性   16,162 人　
（ - 15 人）

　総  数   30,417人
（ - 11人）

　世帯数  13,703 戸
　　（ + 8 戸） 

平成 24 年 10 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比

催 し

informationi情報ひろば 市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

内容▼ A コース（ロープウェイ往
復ツアー 1,000 円）、B コース（ロー
プウェイ片道ツアー 700 円）、C コー
ス（大門から登山ツアー 800 円）
お申し込み・お問い合わせ先▼社会
福祉法人池田博愛会池田学園（☎
72-0490）

国民年金保険料の後納制度は
3 年間だけの特例制度です

　国民年金保険料は、納め忘れたま
ま 2 年を超えると納めることがで
きませんでしたが、本年 10 月から
3 年間に限り、過去 10 年以内の納
め忘れた保険料を納めることができ
る、後納制度が始まりました。

献血にご協力お願いします
【10 月 26 日（金）】
フレスポ阿波池田駐車場
10 時 10 分〜 16 時（休憩 12 時 30
分～ 13 時 30 分）

【11 月 5 日（月）】
①三好警察署駐車場　
9 時 40 分～ 11 時
②四電工（株）池田営業所駐車場
12 時 30 分～ 14 時
③三好市役所分庁舎駐車場
14 時 30 分～ 16 時

【11 月 12 日（月）】
徳島県立三好高等学校駐車場
9 時 30 分～ 13 時 30 分

毎月第 4 水曜日は
三好市チャレンジデー

運動・スポーツをして、
健康意識を高め、明る
い生活を送りましょう。

ストにお迎えし、国内外に人形浄瑠
璃の魅力を発信します。ご来場者に
は粗品を進呈します。入場は無料で
す。ぜひご来場ください。
日時▼ 10 月 21 日（日）　13 時～
場所▼あわぎんホール　1 階ホール
お問い合わせ先▼ ( 財 ) 徳島県文化
振興財団（☎ 088-602-0133)

徳島県立池田支援学校
第 3 回文化祭

日時▼ 10 月 27 日（土）
9 時 30 分～ 14 時 45 分
場所▼徳島県立池田支援学校
内容▼児童生徒の歌やダンスなどの
発表会、作品の展示 ･ 販売、バザー
お問い合わせ先▼池田支援学校（☎
72-5281）

第 25 回博愛ふれあい
フェスティバル

　箸蔵山ふれあい登山ツアーを開催
します。昼食には軽食をご用意し、
午後からは抽選会などもあります。
ぜひご参加ください。
日時▼ 10 月 28 日（日）　9 時～
場所▼箸蔵近隣公園　9 時より受付
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□ 編集後記
90 歳を過ぎても全国で講演をされて
いる佐藤初女さん。「食べるということ
は命をいただくこと、一つ一つの食材
の命を生かすように調理することが大
切」と話された言葉が心に残りました。
おむすび実習で佐藤先生が作ったお
むすびは、一粒一粒のお米に命が宿
っているような気がして、本当に食は
心と体を結ぶ命、食の大切さを実感し
ました。いろんな食材の命を感じなが
ら感謝の気持ちで、食欲の秋を堪能
したいと思います。（近）

「秋」といえば何を思い浮かべますか。
食欲の秋、スポーツの秋…、いろいろ
ありますが「読書の秋」もありますね。
毎月、図書館だよりのページで紹介し
ている新着図書は、魅力たっぷりで思
わず読みたくなるものばかり。涼しくな
りゆっくり本を読むにはぴったりの季
節です。秋の夜長に読むお気に入り
の 1 冊を見つけに図書館に出かけて
みてはいかがでしょうか。（長）

龍宮崖コテージ
ー 三好市東祖谷釣井 ー

79
歩
目

　祖谷川の清流と原生林に囲まれた静かな
龍宮崖コテージは、奥祖谷の全てを楽しむ
ことができる絶好の宿泊施設です。
　営業期間は 4 月から 11 月となっており、
高さ約 60 ｍに架けられた吊り橋からは、
四季折々の渓谷美があじわえ、春の山桜、
初夏の新緑、秋の紅葉、秘境ならではの雲
海、その時々の四季など、剣山・祖谷山系
の魅力を心ゆくまで堪能できます。
　大歩危駅から車で 30 分、施設はコテー
ジは 4 人用が 3 棟、6 人用が 3 棟、8 人用
が 1 棟。コテージには、キッチン・バス・
トイレを完備しています。また、バーベ
キュー施設を備え、管理棟には体験施設と
展望台もあり、快適にアウトドアライフを
満喫できます。
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